
明代の巡検司
－福建の「沿海巡司」を中心に－

伍　　　　　躍

明上朝の海洋政策および東アジアの海域秩序について、研究者たちは政治一

外交、国際貿易などの角度から、「海禁体制」、「llけ封体制」、「糾貞システム」、「朝

貢貿易システム」など各稲の「体制」と「システム」を軸に多数の研究成果を

公表している。そのなかで、柄上冤は明干朗初期の対内対外政掛こついて包括

的な議論を展開し、従来別個の論理として捉えられてきた「海禁」と「朝貢」

がどのように結合しシステムとして形成されたかを論じているl）。

それによると、洪武前、l′期における朱元噂の対外政策はけっして消極的なも

のではなく、積極的に対外交渉を千八、、自国を小心に周辺諸国とのあいだに礼

的秩序を敷き、東アジアに匹】際秩序を確立することを日精したものであった。

また一方で、米元樽は洋†海部の安令を脅かす倭遠および反明勢力を釣はするた

めの海禁政策も実施した1－そして洪武七年（一三七四）以降、明朗の海禁政策

は明朝専制権力の強化とともに、「従来の沿海部の治安維持を目的とした対内

的なものから、新たな同際交易の制御手段へと転換される」ようになった。こ

のような中で、明代特独な「朝貢制度・朝責貿易・海禁の二ィ、ト休化した海禁

＝観貢システム」が生まれることとなる。柄lYEはこのシステムの機能につい

て、対外関係を国家間のものに限定して、助長使節以外の一切の外巨瀾付の来航

を禁止し、糾責質屋射こよって対外貿易を完令にコントロールするもの、と概括

している2’。そのような巾、侮禁は朗貢制度の補完装置へと変質するが、本来

の治安維持策としての件櫓を失わず、海防と一体化して侶恥地域の秩序の安定

に貢献した。

海域という世界は、陸域の世界とl楓離されたものではない。一・例を挙げよう。

清代の藍賄元は∪鹿洲公案・；のなかで「閑広洋盗」、つまり福建と広東の海賊

について、こう述べている。
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明代の巡検痛上川1）

海賊は恵州〟い潮州府地力が本場である。この地力の人民は海賊をやる

のを恥と思わず、研飯前の散歩ぐらいに心得、二人元入と集まればすぐ

机をつくり、一言二言しゃべる間にもう意気・投合して働きにでる（）まず

小さい舟を作って海へのり目し、帰るIJ封こは大きな船の持主になって

居ってくる。それが苫からだというから、困った習借主もあったものだ（11

崎IIJ定訳）。

つまり、一部の沿海地域においては、海賊と一般人民を区別することがう推し

く、獅賊をやることそのものがその地域住民の一部にとってまさに日常生活の

一要素であったとパつても過云ではなかった。藍鼎元の記録によれば、薙」仁h

イ1（・L二L）のノL月l三円から二l四日までの問、広舶省潮州府門寧県の炎

H現ら川l　人は船を奪い海に山て、「成魚」（魚の塩もの）、「塩」、「杉の木」

などを運搬する舟を含めてのベヒ隻の舟を相次いで奪った。結局、普寧県をは

じめ、周辺の海陽県・潮陽県・掲陽県、および南襖鎮・硝石鋏などが協力して、

ようやくこの「洋盗」を取り締まることができた、という。このような云己述か

らは海洋秩序を維持すること、および海上での生業に安心して従卓することの

難しさが読み取れる。。

このように、中国のような広人な陸地を基盤とする、長い海岸線をもつレ人

国家の海洋政策、およびそのような国家を中心とする前近代東アジアの海域世

界を研プ掴‾るに際して、椚海地域の行政管理の貝体像を解明することは避けて

通れないものである。政策というものは、一定の制度上の保障があってはじめ

て、その1■／案者の期待通りに実施される。その意味において、小生の関心はま

ず、国家の漸羊政策の遂行にかかわる附海地域の治安行政にある。

すでに述へたように、海禁と一体化した海防は明下郎の海洋政策のなかで重

要な位置を占める。なお、明朗人白身も、中国の海防が明剛になってからはじ

めて整備された、と自負している。たとえば、明朗人の茅元儀はその著書『武

備志』のなかで海l裾こついてこう述へている1）。

茅√＝：l裾触罠易言蔵？泡之有防、白木的始也。海之厳」二防、白読†廟始也。

つまり、歴代干軌のなかで海防をはじめて整備したのはわが明朝であり、明

糾歴代皐帝のなかで海防体制を強化したのは扇靖皇帝（朱厚偲、一五二一～
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明代の巡検司（L）

一丁王ノ＼六年在位）であった、という。

無論、明朝以抑こ泡防がなかったとは言えない㌔しかし、明代になってから、

国家が海防システムの整備にノ」を注いだこと、嘉押1間以降、鄭若月のr・■3海

図編』に代表される侮l佑関係図パが人山に出版されたことなどを考えれば、茅

元儀のこうした指摘は過言ではないと．盲えよう。

ただ、r州での海防問題について、光子J研究はほとんと街所や水薬に触申して

きた6㌔無論、衛所とは明代の海防を含む国家防衛システムの根幹であり、皇

帝の聖旨によって「天卜の要衝」と「辺防ム処」に甜芦ほれたものである7）。

例えば、この衛所を申心とする明代の同家防衛システムの　一翼をになう巡検司

制度について、H進甜こよって　明代的巡検制度－地方治安基層組織及扶運

作目が執筆されている。これは明代の巡検行川了り劇こ関する最も網羅的な研究で

あり、彼はこの■いで、巡検司の段間と変遷、人車制度、分布l大域と機能について、

豊富な資料をもとに分析を子」い、治安維持にかかわる巡検の役割を論じ、先行

研究が卜分に論じることのなかった点を人きく解明した即。しかし、明初の海

洋政策との快1連、および椚海部巡検司の設吊問題についてはさらに検討すべき

余地が残されている。

本稿では、従来の研究成果を踏まえつつ、明1－糾海洋政策の遂行にかかわる

汁湖部、特にl川lくl大陸南東部の福建省打海地域における巡検司のぷ置、巡検の

登用と考課などについて考えてきたい。

－、明代巡検司の一般状況

（1）明代以前における巡検司設置の概況

R什代では、令十にわたって衛所のはか、巡検司も設辞された。衛所がl叫内の

人規模反乱ないし外部からの侵攻に対応するためのび弔組織であるのに対し、

巡検l印は「姦盗」といわゆる社会治安問越に対処するための準叩軍組織または

警察組織のようなものであった。

イよ統中国において、地力治安を担、1けるポスト設間の歴史は久しい。前渡時

代には、「賊盗」の取締を担当する遊機があった9）。巡検の．毀置は少なくとも
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明代の巡検司（仏）

五代まで遡ることができるが、宋代になって、巡検は地方に常駈して治安維持

を担当するポストとして定着することになった。但し、宋代の巡検職は文官で

はなく、「武人」であった。巡検の職に任命された名のなかには武学の生罠の

ほか、「軍伍」から出身し「‘ナ：両」さえ知らない者がいた10）。その巡検が率い

るのは明代のような民間からの差役夫（弓兵）ではなく、禁軍・麻甲などと呼

ばれる国家の止規軍であったl日。このように、末代の巡検は国家軍事システ

ムの一一部であったことがわかる。

元代、巡検制度は継承され、各地の県に「専一捕賊」の巡検HJが設置され、

巡検一名が配置された■2）。人徳十咋（一三〇六）正月、元来雑職だった巡検

は「lr九品」に昇格された13）。宋代に比べて、ノし代巡検制度の一番大きな変

化は、巡検が末代のような武官職から文官職へと阻み轡えられたことであった。

その巡検職に任命された書のなかに什期満了の儒学教官がいた。たとえば、凹

元忠は「tl膵学止」の任期を終え、「新例」によって徐眺県廟山巡検司の巡検

に就什した。ここで言う「新例」とは、儒学教官の昇進問題への対策であった。

そもそも、任期満了の儒学教官の昇進は「貝多快少」によって非常に難しかった。

それを解決するために、ノ亡王朝は任期満了の儒学教官を「警選之職」に任命す

る「新例」を実施したのである。このほか、儒学教官の候選者が「巡検」に任

命されたケースもあったl射。殿降した反乱者を巡検に什命したこともあった。

ノ己末群雄の一人で福建省を一時支配していた陳友定が、元酬側から得た最初の

官職は「署黄土賽巡検」であった－5）。

（2）明朝初年における巡検司の設置

明糾初年、各地の巡検司が次第に整仇ほれた。『明史口には、巡検司は洪武

二年（一‾ソり九）に広西ではじめて設椚されたと記職されている。しかし、近

年の研究によってこの記事は不正確であることが既に指摘されている16）。実

際には、明初における巡検司の設立に際しておおよそ以卜のようなケースが

あった。

1、宋几時代巡検‖jの継承

朱元埠は余し丘は配を拡大していくなかで地方秩序の回復と維持に力を入れ
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l川代の巡検111（伍）

た。そしてその支配卜におさめた　一部の地域では既存の巡検■りがそのまま継承

された。先にも紹介した什期満了の儒学教膏賀正旭が放什した隙眺県廟山巡検

司は、明代に入ってからも継承された巡検■りの一つであった17㌧江南蘇州府

呉il県の同里、、l′望、鳥沢、岡村、捌湖、長橋、瀾演、囚泊など八つの巡検司は、

いずれも「宋元服建、大明囚ノと」、つま　米元時代にすでに創設されたものであっ

た1㌔」南京の東にある龍澤巡検司の前身は、末代に設吊された管界巡検司で

あった19－。

2、新設

朱元邦は既存の巡検■－1を継承しながら、泊安卜の必要に応じて巡検司を新た

に設置し、巡検を任命する方針をもとっていた。たとえば、洪武元年（一三六八）

の春、朱元昭より広東、1′走の命を拝した征南将軍惨永忠は、「賊百除人」を逮

捕した広東南海桐の関敏を「権巡検」に什命した20）。上惜別の研究によれば、

呉元咋（一三′lくL）の設置分を含めて、洪武年間に漸」ヒ地域で二十の巡検可が

設mされたが、その内、l八の巡検司の設門咋代は洪武L咋（一三LM）以

前であったことが分かる21㌔

また、洪武ノ、年（一‾てL二）のlトロだけであわせて　十以卜の巡検司が設慣

されている。止月二日、漸江省瑞安県「萬里林」地力では、「盗」を逮捕した

ことを受けて、「淡洋巡検司」が設旧されることになった。数日後のLH、南

京ィ、J近「7廿県の寒橋巡傾■りをはじめ、トヒの巡検司が設椚された。続いて、

l三日に」ヒ平布政便rrJ遷化県の慮児巡検司など数箇所の巡検司ができた2㌔

このように、明朗の巡検制度は、仝【Ⅰく】支西己が確立されていくなかで、元剛の

制度を継承する形で順次整備したことがわかるし1

（3）洪武十三年の巡検司設置調整

印幡封こおける巡検制度戚詔のなかで、洪武卜‾二年（一　八∩）は重要な年で

あった。

この叶の　＿月、朱／亡埠は全国の巡検に対し次のように指小した。

占苗、設百分職、不以崇卑、一書之及人、人受其利焉。朕謂巡検於剛津、

舶要道、祭姦偽、糊在L上（楽業、商旅無難。然自殺閏以来、末間代挙職
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明代の巡検司（伍）

者。今特遣使分視各処、諭以巡防有道、讃察有方、有能堅守足職、鎮静

一月、秩満東研、朕必嘉焉。

ここで架元埠は、「土民の楽業」と「商旅の無難」、つまり社会治安を維持す

ることが巡検設置の目的である、ということを強調したうえ、「挙職」、つまり

望帝の糊翻こ応えられた功績を挙げた巡検がいない、と厳しく批判した。その

ため、朱元境は各巡検司を視察して業務を指導する「使」を派遣するとともに、

各巡検に対して、職責を果たすことができれば、任期満了時に「ぷ」、すなわ

ち論功行Hすることを約束した。なお、朱元樽は明言こそしなかったが、職崩

を果たすことができなかった巡検を罰することは言うまでもない23）。

巡検司視祭の結果を受けて、朱元王勘ま十′‖こ史郎に対して、「要地」でない

ところで設旧した巡検司を整理して削減するよう命じた。その結果、あわせて

一二Irf丘十川の巡検司が廃止されることになった24）。しかし、翌年の四月になっ

て、一度廃止ざれた三十の巡検司が「復田」されることになった（表1）。

表1から見られるように、「復置」を命じられたのは都・応天（南京）周辺、

およひ遠方の広内地力の巡検司であった。なかでは、宋元時代にすでに存在し

たものもあった。たとえば、蘇州府呉汀県の爛渓・関村・因漬・長橋といった

四つの巡検l吊まそれである。資料の制限もあって、約半年の間になされた廃ll

から「復円」に至るまでの詳細については分からないが、おそらく明朗政府

は、個々の地域における巡検PJの設置状況について一度検討を行い、本当に

「要地」と認められた地域だけにその設置を認めたのであろう。翌洪武十九年

（一二八　▲）ム月、江西省吉安府龍泉県北郷巡検司も「復置」された25）。

（4）明初における巡検司設置の効果

明観の創立から自年が経った弘治年間には、全国で設置された巡検rf］はあわ

せて千二円九十一にのぼった。その後、配把移転や廃止も含めて調整が行われ

たが、万暦年問に全国の巡検■りは丁二ローL「ノ、であったという26）。このように、

全回に治安維持ネットワークが張り巡らされた。

明代における巡検lりが地域の治安と秋作経書榊）面で果たした機能について

は、本稿の直積の研究対象ではないが、以下にいくつか明朝初期の例を／Jミして
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【表1、洪武十四年四月に復置された巡検司】 
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明代の巡検司（伍）

おきたい。たとえば、洪武六年（一三七三）七月、ある者は、「病篤」な祖母

のために「路引」（過てj証明）の発行申請をせずに急いで医者探しに出かけて、

常州府R城巡検行目こよって逮捕され身柄を「法司」に送られた、という271。

洪武L年（一三七川）七月に、「大任海lHで百戸許彰は衛所の兵十を率いて、

倭冠の侵攻に抵抗した。その際、当地の巡検は弓兵を引率してその作戦を支援

したZB）。

洪武十仰1（一二八一）十月、福建省福川舟行，11」県の磨lらは暴動を起こし、

「吏民」を殺到した。県の土澤だった蘇康は杉洋巡検司の「兵夫」を率いて鎮

…こ乗り目し、「域」二l人を斬り、卜八人を逮捕して、反乱の平定に人きく

貢献した20）。

瞳洲l府濠門巡検司の巡検朱顔は、れ一作小に「逃甲一口五十二人」「作耗強賊

L卜人」を逮捕したことを理由に、宣徳四年（一四二九）四川こ県虎に昇進す

ることになった3｛））。

なお、侵攻や反乱などが発ノ1した場合、侵入者あるいは反乱ポはしばしは地

域の巡検を攻撃した。たとえば、洪武l七年（一三八四）、倭題は漸汀省吾州

府椚梅に卜陛して、巡検を殺害した。また、二卜勺ミ（一三八L）六月、広吏省

恵州博邦県の巡検は反乱した「山賊」によって殿された川。

このように、反乱責がその矛先を巡検にl如ナるということからも、巡検が背

負った治安維持の得割の重要さを読み取れよう。

このような巡検司が持つ治安維持の役割は、外国の人肌こよって注臼され、

導入が検討されたこともある。朝鮮Ill宗国千二十年（明正統十　▲年、一四川八

年）の一日l八日、朝鮮王朝の副日値李相は国内の治安問題に関する重奏のな

かでこう述へている。

一、11噂了l′】幾内達卜諸路関津要害之処、皆椚巡検膏・巡史各一、守卒或

二l或正六l人、巡捕・’Jt冠山賊、把守関作、識票逓逃、敗軍民不得逃、

盗賊不得乱。本国香道無拙守磯祭之法、亦無巡検捕獲之令、盗賊横行、

軍民逃乱詣依り】糾之制、如此毀施、Hり軍自軍、艮HR、各安其業、目

無奴姉逃亡之弊。臣学術荒腐、聞拙宅随、不敢仰漬天聴、伏惟小重点

焉32㌔

－8－



明代の巡検司（情）

このように、「在籍の軍人や民人が逃走すること、盗賊が非行をすることも

できない」として、李相は明刷の巡検■り制度が持つ治安維持の機能を評価した

上で、それを導入するよう朝鮮ll～L上に求めたのであった。

二、巡検司の隷属問題

（1）従来の見解

明代の国家制J封こおける巡検司の隷属問題については、学者のあいだで意見

が分かれている。主に以卜のような見解がある。

1、州県属何説

巡検司は州県の「旭日」、つまり州県の下部組織である。たとえば、ある研

究者は、県の官僚配置を「知県・佐式・首領官」、「雑職円」に分類し、巡検司

を「雑職宮」として儒学、駅貼、税課局などと　一緒に紹介した。このような

観点を持つ研究者はほかにもいるが、その根拠については小されていない一号）。

その謝り」で列挙した肴衡門の配列順番から、冊J史rlの記載を踏襲したのでは

ないかと思われる－4㌔

このような観山ま、『明虹　刷まかにも－▲定の根拠がある。たとえば、地方

志の「公軌に関するJfl口において、州県の衛門に続いて巡検吊の宵署が掲載

される事例は枚挙に堪えない。以卜に一例を挙げる。

永楽年間に編纂された『楽汀j虹よりでは、衛門の設置なとを記す「厩舎」と

いう部分に、捉刑按察分司、県泊（県の衛門）に続く「本県合属′l一†署」が．1㌢か

れている～5）。

飾頭巡検lり

蒲l岐巡検lり

北監巡検司

小鹿巡検司

混嶺巡検111

回的所

長林場塩課司
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明代の巡検司（仏）

天富」ヒ監場塩謀司

西皐駅

酢頗駅

常奥駅

嶺店駅

医学

陰陽ノ予

僧会l■J

道会lり

地力志以外にも、艮聞入が編纂した日用類雷のなかに、巡検司が「翻州」と

「各県」の現口の下に記載されている場合があるi6）。ただ、こうした記載は、

巡検lりの所在をノJミすものに過ぎず、その巡検†71が州県の所属衛門であることを

意l昧するものとは言えない。

2、兵部系統の地方衛門訊

ある研究書は明沼時代江南地方の都市行政における巡検司の役割を研究し、

巡検司は「朱、ノし、明、清の円時代に、州県の巡遊、盗賊の捜査逮捕を司った

兵部系統の地ノJ行政衛門の末端機構」である、との認識を示した37）。しかし、

そこではその「兵部系統の地方行政街門」とは何か、「末端機構」としての巡

検百」の上級官庁が何であったかなどについての説明はない。また、史料的根拠

についても明示されていないが、おそらく『大明会典・兵郎・の記録に基つく

と推察される。というのは、明代の正徳年間と万暦年間に刊行された二つの『入

明会1勘では、いずれも「兵部・職方清吏司・関津」という項目のもとに全国

の巡検司を．．Jしているからである38）。ただし、この見解は、沼海部のような

特別地域における巡検司の隷属関係を説明することはできる（後述）が、今回

範囲の・殿的な制度と見なすことはやや無理がある。

（2）私見：知府属官説

筆者は上述のような　種類の見角御こはいずれもさらに検討すべき余地がある

と考える。
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明代の巡検司（伍）

この間題を考えるに際して、洪武年間に公表された帰計■j職掌日と11徳年間

と力隊狛制こ川手」された二つのl「人lH会典〔とは耶要な史料である。
［諸行川裁判の「付帆には、「在外」、つまり地ノJuの設置について以下の

ような記録があるりJr）

各府

直付

知帰省一日l離日省　一日

通、l′り祐一日　経宵宮一日

首簡官経歴宵・H　知車各一一員

所属衛門

q獄口】司獄各一日

儒ノ、ア　　教授各一亡ユ

n税謀司雑造繊染局税．課分司　人使　吊り仙

〝：川、‖只巡検司　巡検省　一H

l矧陽ツIl術各一日

医学　　成科各　一員

†門綱lり　都綱各　一員　Hり郡綱各　一日

道紀司　郎紀各一日　副都紀省一u

府州県水馬駅　駅丞

府州県逓運所　大使

府州県河的所　所H

このように、汗謂　川貯割でノバされているlリ」の制也、矧によれば、「府州県巡

検司」は府の「所属衛門」であることが分かる。これに対し、「各州」と「各

県」の「所屁衛門」のもとでは、儒ツ、陰陽学、医ツなどがあるが、「巡検司」

については記戦がない4日）。

また、正徳年間と力暦作間に編纂された　∵つの「大明会則川の官制の部分に

おいては、諸l甘臓′軋1の．fFき方を踏襲して、巡検司の隷属関係を記している川。

会典とは叩懐にいかなるH職が存在するかの列記を柵として、各官職につい

てその職掌に屈する諸制度」をまとめて．記録する「国制総覧」のような性桁を

11－



明代の巡検司（伍）

もち42）、『諸司職掌』と同じように個々の官職の隷属関係を明示している。要

するに、『諸司職掌』と『大明会典』が記される明代国家の制度設副からすれば、

「府州県巡検司」は「府」の「所属衛門」であったことが分かる。

国家の編纂物である「会典」同様、明朝の官僚も同じような認識を持っていた。

天啓二年（・六二二）に進上に合格し、南京史部の文選司と考功司の官職を歴

什し、更部尚書を務めた徐石膜は、その著書『官爵志』の「各府」という項目

のなかで「府州県巡検司、巡検従九品」と巡検司を「府」の「所属」として書

いている。官僚人事制度の要である史郎での任官経歴を持つ人物が示したこう

した認識は、衛門の隷属関係を判断するときの重要な参考資料と言えよう4㌔

以下では、巡検の人事考課問題から巡検司の所属関係を考えてみよう。

3、巡検「りの設問と巡検の考課から見た諸官庁との関係

まずは【l諸lり職宇目の記載を見てみよう。この本の「兵部・関枠」という部

分には巡検司に関する以下の記録がある44）。

設閃巡検司

ノ、L天卜要衝よ処設立巡検司、専一盤詔往来姦細、及販売私塩犯人、逃軍

逃囚。無引血牛可疑之人、須要常加提督。或遇所司呈稟設置巡検司、差

入踏勘、果係繁閑地面、奏閉准設。行移工部、蓋造街門、史郎経口、祀

郭鋳印、子f移右l了j、照例於丁糧相応人戸命鮎弓兵止、役。

この史料のなかでは、まず巡検lりの設置場所と職正を規定している。つまり

交通の要所（「大下要衝去処」）に設開し、その職責はスパイ（「姦糾」）・塩の

闇商人（「販売私塩犯人」）・逃走中の兵1二と囚人（「逃軍逃周」）を摘発して逮

捕することである。弔要なのは、この史料後半にある巡検司の設置に関する規

定である。保日系衛門（「所司」）が治安の必要性を訴え巡検l－Jの。邪をLll謂すれ

ば、兵部は担当者を現地に派遣して調査を行う。その結果、設田の必要性を認

めれば、兵部は、皇帝に上奏して巡検司の新規設置を巾請する。皇帝の裁可が

あれば、兵部は関係宵＝こ巡検司の新規設打刊こ関する業務を依頗する。その依

頼を受けて、工部は巡検司け合の建設⊥事、吏部は巡検の人事、礼部は官印の

鋳造をそれぞれ執り子Jう。これに対し、設置地の州殿衡門は規定に従い、巡検

仔Jで勤務する弓兵を差役として納税戸から徴発するのである。明代初年の『大
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明代の巡検司（伍）

明令』では、弓兵の徴発基準について、「税糧三石之下、二石之L」と書いて

いるが、地域によっては税粗九イJ以卜、卜G以卜の納税戸に科派した記録もあ

る45）0このように、巡検司は、「兵部系統の地力行政衛門の末端機構」ではな

いことが読み取れる。

続いて『史郎考功行儀抱月に見える巡検の考課人覇に関する資料を見たい。

もし巡検司が「兵部系統の地力行政衛門の末端機構」であれば、巡検人事に必

要とされる否芙削ま「兵部系統の地方行政衛門」、たとえば都指揮使司や衛所か

ら発行されるのが臼然であろう。しかし、l「史郎考功司題稿Jの記録によれば、

「考満」した巡検に対し必要な人事書類を発行（「給由」）したのは、「兵部系統

の地方行政衛門」ではなく、布政便司であった、ということが分かる46）。

引奏巡検陳　一座等考満疏

拠広東等イ‥政「り各替呈、送肇慶等府新興等県立将等巡掛了」巡検陳一度等

省歴三年考満給山到部、送司。香得：巡検考満事例l亙草獲甲仏1泊名

之」＿、無私過占、於【「九品内陣用，石墨因二11γ．之卜、両石成起強盗

十名之1或成起強盗六l名之上、或獲有各街門偽［lトー頬、不仙ヒ例。

奏詣定奪。今巡検陳・度等各獲強盗偽印、倶無過、例該陛軋。袈呈到私

欲将省吾照例選用、未政柄便。

計開

陳一度、iHノLl十九歳、福建矧l個人、由吏員授広東肇慶府新興県立将

巡検司巡検。

張全、咋止l L歳、rHJ南温県人、山吏員招順天府適州武治県河西務巡

検司巡検。

成婚一l　一年四月　ニーt LH。

このように、巡検司の新紬こあたって、兵部はその設掛i】詔の審査報告を押

当するが、その巡検司が設問されたあとの人事考課については、文官系統の人

事を管理する布政■司などによって行われたのであった。

以卜で述べたことをまとめて言えば、明代の巡検■■」は（明代初年の制度設計

からすれば）州県の「所属衛門」・「兵部系統の地／J子J政衛Hの末端機構」では

なく、府の「所属徹門」である。ただし、地方治安にかかわる事案、および巡

－】3－



l糊代の巡検吊（伍）

検司で服役する弓兵のことなど、各州県および衛所との連携が必砦であること

は言うまでもない47）。

肌代の巡検11J設置問題については、以卜のことをイ」言しておきたい。これま

でナ一重∫代巡検制度について、数多くの成果が得られている。巡検l了Jの所J通関題に

即して「すえば、ある研究者は、清代では「附属」・「州屈」・「県属」・「庁属」巡

検のほかに、「河道巡検」や「塩政巡検」、および「1二司巡検」などの異なる隷

属閲係の存在を明らかにした4㌔　これに対し、私見として述べた巡検の「知

府崩官誹」はあくまで明代初期における制度設計の視点からの観察に過ぎず、

明代では活代のような巡検司が異なる官庁に隷属する制度が存†lLなかったの

かについて、さらに調べる必要がある。

三、巡検人事

すでに述べたが、巡検司は各府州県の「関津要害処」に設犯し、巡検は「格

侵弓兵」を率いて「椙捕盗賊、盤詰姉偽」をし「／ト戯」を「警備」するのであっ

た仰。

巡検「－Jの長としての巡検は、几の時代では従九品でいわば文官序列のなかで

の最卜位のものであった。明代に入って、この規定はそのまま継承された。洪

武一寸　‾年（一一　‾八〔〕）八月、朱元坤によって巡検制度が整二哩されるなかで、従

ノし晶の巡検は「拙職」に分類された。この時の「雑職」とは、おそらく従来の

従九品よりさらに低い、つまり末人流のようなものであっただろう。その後洪

武卜六年（一　穴）JL月までの約．年間、洪武川年（・、と　う　とl　年に

制定したl「一ん■－から従ノL■弘の文武官僚を対象とする「歳禄」規定により、巡検

のような「雑職」に分難された官僚は「原ィ、袷俸者」として、俸禄支給の対象

から除外された洲。

洪武†ソく咋五ノ］になって、吏部が巡検に「宜月給伸一ん　二二日、つまり毎月「一

イl　二斗」の俸禄を支給することを提案し認められたため、巡検は、ようやく搾

禄を支給されるようになった51㌧　ちなみに、この「一石＿二；l」は、そもそも「一

等二等衛門」の作史である「知仁lト承差・典吏」の「月伶」に相当する飴である。
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明代の巡検司（伍）

約－イ1ニ後の洪武仁ヒ隼（一Jt川）‡月になって、巡検司は織染局や宝泉局な

どと一緒に従ノLl冒l衛門に柑橘した。以後、巡検は洪武＿二「年（一二八七）に改

定された制度にしたがって、毎日五古、作間六　台の「倖米」を受け取ること

になった52）。

R進貴は『更部考功ロ】題紬lなとの資料に基づいて、巡検職の「H身につい

て、軍功・納柴（すなわち椙納）・歳貢・薦挙t蔭子などとともに吏員を挙げ

た5㌔以卜では、どのような吏員が巡検になれるのか、および卜級官僚の巡

検入部問題について祁促したい。

l抑代更臼の椎類は実に多い。摺全書の研究によれば、／l京と在外衛門の提搾・

都吏・接史、令史・書吏・侍史・人更・rり更・典更、獄典・墳曲・門吏・駅更、

および知印・承差・典更など　▲十種類以【、少なくともJLノJJ】r人以上にのぼっ

ていた。これは、いわれる「経制」、つまり規定卜の挿煩と定数である54）。一

人の吏員にとって、′山こ隠州されることはと‖trを意味する人／霊三の人きな転換と

いうことができるだろう。巨キ進貢は∩血祁考功市」越稿　を利用して、巡検に就

什した　十人の吏員を紹介したが、その・吏員の種類について明ホしていない。

以下では、什僚人里資料を利用して万府年間における吏員の巡検舅進について

検討しておこう。

伝統巾国の官僚人事制度においては、皇帝による直接什命（たとえば、酒代

の「特捜」55J）を除いて、個々のポストの採用（つまり相身）と日進の資格

について厳格なルールがあった。明代もその例外ではない。そのルールは、政

府の編纂物のなかで明小された。ll徳作間と力椚年間に川手rされた　▲っの日大

川1会典1、嘉靖年間および万暦年間に編纂されたレ吏部職掌11は、そのルール

を収めている。ほかに、Ilん■1級考』という類の書物のなかにも、個々のポスト

の採用と昇楢のルートを記す内容がある。以下では、『酎耶職掌Ilと『．晶級考』

を利用して、巡検の採用について検討したい。

力麿年間に州Jされた『虫71叩哉苧月には、以卜のような内容がある5－㌔

巡傾　起復並各行改作

雑職倉官収糧及数無過l笹卜従ノL

考功司付週考満該陛山九、考小1日興ィ、1断考倉大使
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明代の巡検司（伍）

京適∴倉官収糧及数無過陛従九

五府知印原降正九復考不中

外知日1上糧

各行改納外知印1一単名次在後者

以トヒ行倶該選巡検

此行将急人選人員総論、有快値札如秩少、除偵起復裁削柑†

海攻任人員外、将知印上単在後、並該陛該降対品川各項人員

到部イl後者、盛照考功司付文機販。

同じ万層年間の編纂物とされるけ品級考”では、巡検への豊川についてこう

書いている紺。

巡検

山　餌日日一矧徐　　節慎伸大便

人倉銀座人使　広盈庫大便

卜庫別使　　　御馬倉大使

集成司大使　凪量

司府倉場人使　典史

塑畢了了憤臼　　提控案憤

塩場大使副使　駅丞

逓運河泊等官　雑職倉場大使副使

陛　児丞

主箔

この二つの史料を総合すると以下の点を明らかにすることができる。

第・、巡検への昇進資格を与えられる吏Hは、「知印」であった58）。

第二、む員のほか、のベllL種類の「宮」に巡検への舅進の途が開かれてい

た。それらの「H」とは、従ノL品（下粘り　と未入流（二重卜線）のものであっ

た。以卜、「雑職倉場人便副使」を例に説明する。

『貼邪考功口J題精力には、合計二卜▲名の倉副使昇進人弔に関する文書が収

められている5机「，

秦従九品倉副使楊友恭等給由疏
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為給山軋考功消更司実字、奉本邦送拠河南等布政司開封等府帰徳州腐

盤等倉副硬等官楊友恭等各蕾啓拙、告摩周歳作満、綿受卓糧、放支避組、

給由別紙。送司杏蕃明白、例該陛従ノL晶、含応入選、大赦榊軋l朴坐貝

擢貝春闘。

計閲

楊友恭北人　　　　劉別便」ヒ人

（l　‾γ－）

嘉楕二‾1二年四月∴十二トト呉春

末人流の雑職だった「河南等布政司開封等府帰徳州腐孔等倉副使等官陽友基」

らは、「車種」の川納を規定通りに完遂したため、勤務先の地方官庁より発行

された必要な人事吾類（「糸飢ll」）を史郎に提出した。考功清史司は転送された

習頬をチェックして、例に従い「従九品」に昇進すべきことを史郎本庁に報告

した。この一卜　人の昇進の詳細について不明であるが、l「品級考りによれば、

従九品の巡検はその昇進先の　つであったと考えられる。

以1、明代の巡検司に関する一般的な状況について述べたが、以卜では史に

l糊代の海洋政策にかかわる沿海巡検司に絞って検討を力Uえることとする。

四、「沿海巡司」

（1）明初沿海巡検司整備の背景

すでに紹介したように、明代では国内治安上の重要地域に巡検司が粧かれた。

沿海部に設問された巡検司は、明モ朝の同家防衛システムにおける重要な部分

を形成している。本節では、福建省附海部を中心に潜海巡■りについて論述する

が、耶台上、漸江や広東などの椚泡巡司に言及することもある。

沿海部における巡検詞の整備は、明初洪武作間に行われた椚海地域の治安強

化持田の一環としてなされた。

卜四世紀の中頃、小河と新鮮、ド畠、および［1本の国内酬封こよって、従来の

海洋秩序が崩壊し、倭適による人陸と制肺、l唱への侵製が次第に多くなったn

元朝〒【「十咋（一一一九∩）の春から冬にかけて、倭適の船川が周麗沿刑こ何度
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も侵入し、抵抗する高麗軍と戦った。以降、倭冠の高麗侵入が激化するように

なる。これがいわゆる「庚寅以来の倭賊」であるGn）。その八年後の至正l一八

年（一　二ム八）より「倭人連競演海耶児」、との記録が明朗初年に編纂された『几

血に残る61）。明朗創出向後の洪武年間にも、倭冠の侵攻は何度もあった（表

2）。

【表2：洪武年間の倭志侵攻】

＼ 處�8ﾂ�山東 ��漸江 兀�｢�広東 ��8ﾋ��R�

1 �� �� ��� ���

2 ��1 �2�2 ��l 途�

3 ��l ��l ��� �2�

4 ��1 ��l ��1 �2�

5 �� ���3 �"� 澱�

6 ��2 ��1 �� �2�

7 ��2 �"� ��1 迭�

13 �� �� ��2 �"�

16 �� ��1 �� ���

17 �� ��2 �� �"�

18 �� ��� �� ���

22 ��1 �� �� ���

23 �� ��1 �� ���

24 �� ��1 ��l �"�

26 �� ��1 �� ���

27 ��� ��1 �� �"�

31 ��1 ��l ��1 �2�

合計 ���9 途�16 釘�7 鼎B�

たとえば、洪武ノL年（一　L二）のノ、月と八月、倭冠は　▲鹿にわたって福建

省福州腑寧徳県に上陸して、「居民三1十五十飴人」を「殺掠」し「威令千飴家」

を「焚焼」したあと、「官糧二白五l石」を「劫取」して去った62）。

創たしてまもない明朝政府にとって、」ヒムの牲原砂漠に逃げたモンゴルの残
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存勢力の掃討を含めて、倭憲の侵攻が座視することのできない問題であったこ

とは言うまでもない。また、倭冠問題は、倭題が明朗国内の反政府勢ノ」と結託

するという点において、非常に探刻なものであった。

ノ亡夫に現れた江南と漸江の割拠勢ノ」は倭冠の勢力と紆託して椚軸地域で襲撃

略奪を行った。『望明川東考月は次のように述べている。

当初、ノJ回珍は溜訓、い白州・処州を、張【誠は寧波・紹興・杭州・嘉男己性・

蘇州・松江・通州・泰州諸郡を■l】拠し、ともに渥【にいた。ノノ国珍と張

上誠が降服したり滅亡すると、諸賊の強豪なる宵はことごとく航海して、

烏倭を糾合して人適した。そのため洪武中には、倭題がしばしば海上で

掠額を子Jつた（岡上寛訳）b3）。

こうしたことを受けて、明酎政府は洪武元年（一二ノ、八）、四年（一∴七一）、

十四年（一一ソい）、二卜二勺（一▲九U）と＿三l咋（一三ノLL）に、少なく

ともた剛こわたって海禁令を娠／lJした64）。

このように、明朝は米元碍の建国1初より、あらゆる悔し子1粟を朝貢制度の

もとで　▲ノし的に琶理するとともに、海禁政策も実施したし－付目二竃の捌酎こよれ

ば、その侮禁政策は、閲係法例の整備、椚海部での城塞の建造、衛所の増設、

烏惧部の無人化などによって構成されたものであった阻。要するに、海洋活

動のすべては国家安全という最高の口掛こ従わなければならない。この意味か

らすれば、明代の淘Y政策は、同家の安全を維持することを終極の口的として、

国が自ら定めた海洋秩序のもとで牛虎・貿易、および入関の往来などを一元的

に閂押しようとするものであった。m海部における巡検司の整備は、こうした

漸洋政取、あるいは明朗政府が目指した海洋秩序の形成の　一環として行われた

と考えられよう。

（2）明初福建省沿海巡検司の整備

福建省附海部においては、明代以白眉こは巡検司を代表とする治安の維持管

理を担」する役所があった。たとえば、福州府間県には閲江の交通要所だっ

た聞安鎮があるの宋代には、関安鎖には「火禁」と「盗賊」の取締を担、当す

る「監鎮」が配椚された。元代に入って関安掛こ巡検司が設吊された。洪武▲
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牛（一二六九）、明朗政府は几代の制度を継承して、ここに巡検司を開設した。

興化府苗m県の迎仙薬巡検司の歴史は、少なくとも北宋照寧四年（【一〇と　う

以前に遡ることができる66㌔弘治四年（一四九一）に刊行された■フ八閑適志』

が記敲する福建省沿海部の福州府・興化府、泉州府、障州府、および福軍州が

管棉した巡検lりと　のうち、元代ないし7亡代以前にすでに設置されていたもの

は少なくとも十円あるb7）。

巡検司の設置を含む明代初年における海防整備のきっかけは、万国珍の姪方

鳴謀の進言であった。朱元境は、「海烏に出入り」して海の状況を熟知する方

鳴謙に「海防利弊」を尋ねた。ノ描き誹は、次のように進言した。

仰於椚海′■＼十里設一軍衛、三十里設一守禦千戸所、又錯間巡傾HL　以民

兵策応、復於泡洋二人山設水菜・職船・兵、可東成一一㌔

万場謙は朱元埠に対し、衛・所・巡検司を中心に椚海防衛ネットワークを構

築し、それをもって陸地側での防衛体制を固め、さらに海上側に防衛施設と戦

的、および兵上を配備することを提言した。この進言の時期については分から

ないが、朱ノ班晒凝った海防強化の措置から見れば、彼は方鳴議の進言をほほ

そのまま受け入れたと考えられる。浜武十七年（・＿八川）の【1月、朱7亡樺は

信国公湯和を漸江・福建に派遣し、「防倭」を目的に沿海地域の「城池」を巡

視させた。洪武二卜年（一三ノLL）十一一月、晰江・福建から伏った湯和は、朱

ノL王制こ対し「寧海・臨11」諸衛の濱海之地」の「五十九」カ所で築城し、紹興府

などの民間人から「兵五萬八千七百克十線人」を徴発して守備させたことを報

告しているn9）。

潜海部において衛所が増設されたほか、巡検司の整備もマナわれた。湯和が南

京に戻る前の洪武　＿十年四月、汀夏俣周徳興は朱7t境の命令を一受けて、福建に

赴き福州・卿い淳州・泉州の「要害」を視察した7日）。

命汁夏俣周徳興往禎建、以福・興・沖・泉川府民戸　＿日収一為緑海衛所

成兵、以防倭冠。其原置軍衛非要害之所、即移閏之。徳興至福建、按籍

抽兵、相視要害可為城守之処、冥図以進。凡逃丁批万五千除人、築城

一一十六、増田巡検司川十石才】、分隷諸衛、以為防禦。

この実録の記事は、失元埠の命令内容と周徳輿の福建での活動記録から構成
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されている。これによれば、祇州・附ヒ・沌州・甜什lなどの四府でト二J取一」、

つまり民間人　人に一人という判合で民衆からリノム丁人の兵1二を徴発すると

lnJ時に、四十五の巡倹・りを「増m Lた、という。ここに見える数字は周徳興

の実際の報告に基づくと考えるのが白然であろう（，ただ、周徳興が「増田」し

たとされる「川HL」〃）巡検司の詳細について、明代の実録などには記載がな

い。そのような小で、芳弘【件吊肛「福建巡獅刷便」を務めた卜人剛まIl備イ麦乱：

（別名「備倭眺己」）において、「lltl軌洪止に▲l一年、汀夏侯周徳興経略汀†侮地方、

設立　川十川巡司」と記し、只休的な巡検■りの名称を挙げる71）nこの点で、

周徳興が「増椚」した巡検吊を知ることのできる貴重な史料なのであるが、こ

の記事を巡っては研究省の中で解釈が分かれている。以卜に検討を加えておき

たい。

H進f王は、清朝道光仁▲隼（一八＿うの木活字学海類編本の備倭記で．1に載っ

ている「四十四」巡検口Jを後陽のように紹介した（表3）。彼は実際に四巨五

の巡検司の名称を列挙したにも関わらず、「川十四」と説明している72）。

また、上目根も福建の江湖巡検斤目こ関する論文のしいで、周徳興が「殻、■／＿」し

たとされる巡検口丁のγ】称を遂　挙げて説明している。こちらもl‖】様、彼は自ら

列挙した「四十九」の巡検司に対し、「川十川」である、と説明している（表

3）711

H進貴と⊥日柏の研究にはこのような洪りがあるだけでなく、剰こ標点間違

い等も兄い出せる。

明円本と清浦7本の　備倭記Ilでは「延卓」の「亭」′ン●が閲サとなっている。

これに対し、H進貴は、「延亭」の「草」字を補ったが、「延子」の後に「白石」

を脱落したほか、標ノよの間違いを犯して「東洋麻翫」を「東洋」と「麻嶺」、「イi

梁蹟l山を「石梁」と†蒋l山とし、本来一つであるはずの巡検司をそれぞれ

．つにしてしまった。

下目根は口進貢のように閲丁を補うことをせず、そのまま「延」にしている。

楳点についても、」一百JのH進貢著書と同様のミスを犯したほか、さらに「黄崎」

と「小窄」を「矧崎小窄」・カ所と解釈した。

このように、両氏の説明は同じ資料を引用して標点を施し、奇しくも同じ
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「四l五」になっているにもかかわらず、「四十四」と説明しているのは合点が

いかない。

詳細については後述するが、この史料を正しく標点すれば、【表3、『備倭記』

掲載巡検司】のようになるだろう。

【蓑3、『備倭記』掲載巡検司】

王H棍 劔Tﾘ�"�

番巧 ��剩ﾔ号 傀Hﾉ���儁Hﾘb� 

1 ��ﾈﾏｲ�稗�1 ��ﾈ菜ｬr���� 

2 ��(�����2 ��(����"� 傀��

3 箸���3 ���2� 儼��

4 ���4 �B�釘� ��ｸ6ﾘ�x.��

5 �8ﾉvﾒ��5 鳴�石 迭� �43��

6 冑2�掘 鳴�6 ��洋 澱� ��

7 ��h7�����7 冑9~B�途�」ヒ菱 

8 ���8 ��h7����唐�丘虎 � 

9 ���9 ��湯� ���l 

】0 �42�梁 �10 ������イ 儷r�11 

11 ��B�山 �11 ������小袖 

12 傅ﾈ�2��12 ����"�松F 

13 傴ﾈ屬��13 傅ﾈ�2���2�澤朗 

14 ��9���14 傴ﾈ屬���B�牛頭門 

15 ���6y:ｩnR��15 ��i����R� �:｢�

16 ���16 ����b� 免ﾂ�

17 佗ﾙ�R��17 ����r� ��=r�

18 末ﾂ�】沌 �18 佗ﾙ�R����� ���

19 鳴�山 �19 �ｹ=r�����候頭 

20 ��頭 �20 鳴�rll �#��占J′ 

21 ��Fﾆi{��兒l ��■ �#��峰尾 

22 兩IOb��22 ��了 �#"�苗崎 

23 �,xﾞ���23 ��尾 �#2�小甲 

24 傅ﾈ����24 ���#B�激論 

25 ���5ｲ��25 �綿ﾄ���#R�祥芝 
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26 ���26 傲ｸ���#b�深温 

27 ��ｸ����27 ��鮎 �#r� 

28 ���28 ��涌 �#�� 佩�:｢�

29 ��l頭 �29 ��頭 �#�� ��X6�b�

30 ��r襖 �30 亂�b��3��田浦 

31 ��浦 �31 ��ﾈ葡��3�� 

32 兩H�2��32 兩I�ﾒ��3"�陳肌 

33 �,(ﾔ"��33 �,(ﾕ���32� 

34 �9g���34 �8ｦB��3B� 

35 �89:｢��35 �8ｹ:｢��3R� 

36 ���36 ��浦 �3b�濠門 

37 ���37 又｢�1 �3r�漸1■J 

38 舒9nR��38 丶8�S����3��．鳥尾 

39 ���39 ���3��ルほ 

40 箸�二尾 �40 ��ﾉOb�鼎��■川J 

41 鳴�、∴‥ ��41 ���ﾈ6X�"�鼎�� 

42 佩2���42 佩8ｨｲ�鼎"� 

43 ������43 ��悦ｲ�鼎2�金石 

44 舒��R���44 仞�6��鼎B� 

45 ���45 俔�%r��� 

このように考えれば、『備倭記』の著書である卜大IuJが説明した印し廿四」

という数了と一致するのである。しかし、周徳興が「設、■／」したとされる巡検

i‾りは、果たして「円l四」であったのか。これについて、さらに検討する必要

がある。

（3）『八閤通志』に見える洪武二十年以前に設立された沿海巡検司

明代中期以前の福建省における巡検■一丁の百那刊犬況について、明代巾期の弘治

年間に編纂したl「八開適意』の記録闇注「1すべきものである。この本は、福建

省各巡検司の設問腰壇、設岡場所などについて詳細に記している。

以下では、『八閑適志Jlの記妄剥こ基づいて、『傭倭記」lの署者卜人同が周徳興

により「設立」されたとされる明代洪武年間の「円仁門巡司」について考察し
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【表4、福州府十五巡検司】

巡検司 � � � 

延【ウ】 

【Jlイf74 剌k安 鳴� � 

症洋廉価75 � 鳴�「lll鯛洪武／己年、知り，＝イ最重建」 � 

北巷 剪Hテ ��� �� 

二律」 ��

建」 ��

日日在梅花Tナr所城、洪武二十年遷今所」 � 

小祉 劔 � 

松卜 

澤朗両 � 凵u同朋洪武十二年移建今所」 � 

ぺ �/迄�"�

沼骨 ��

【表5、興化府五巡検司】
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【表6、泉州府十五巡検司】

所在 �� 

峰尾 ��「倶洪武　二卜年創建」 ��iJｩ�6ﾔﾆﾈ�d｢�
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小牢 

漸籍 

深氾 

官襖 �� ��

川棚 

腫上 

陳肌 

烈例 

塔頭 

【表7、潰州府九巡検司】
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このように（表4～7）、検証の結果、卜大同が述べた「四十円巡司」のうち、「遷

移」や「更名」を含めて、洪武二十年に「創建」したと記されている巡検司は、

三十石が確認できる。

なお、卜大同が言及せず、実際に洪武二十咋（一三八四）に「創建」した巡

検司は他にもある。『八閑適ぷ』の記録によれば、それは興化府の小幌巡検司、

澄州府の東況赤両巡検司と福州府（後の福寧州）の71く襖巡検司、という三つの

巡検司であることが分かる761。先の「三十五」にこの三つの巡検司を加えて

「‾t八」になるが、それでもF明太祖実録』に記している「Ml有五」の巡検司、

および卜大柵が述べた「四十四巡口J」を下回る。これについては、新資料の発

鋸を含めてさらに検討する必要がある。

（4）周徳興の活動実態

先に『明人机実録爪　と『備倭記Jlに見える福建沿海地域における巡検司設問

にかかわる資料を紹介したが、周徳興の活動について、前者では「増置」とし

ているのに対し、後者では「設立」と述へている。

明代福建地力志の記4鋸こよれば、周徳興による「増田」とは、実際は移設、

改称なども含まれていることが分かる。泉州府意安県にある巡検司の状況を見

てみよう。

ノ／暦1日と那こ編纂された『泉州府志」では、恵安県下の四つの巡検州こついて

以下のように記載している77）。

峰尾巡検司、在県北八郡峰尾村。洪武二十年従此。

漸窟巡検山、在県南二十五都淑窟晩。IH在南安県虚採、洪武二l年従此。

黄崎巡検司、／【県東南三十　二都責嶋村。旧在徳化清泰牒、洪武　十年従此。

小牢巡検司、在県東三卜都小窄村。IH在＿二卜L都小兜、洪武二1年従此。

『（京靖）恵安県志口　の記載によれば、用徳興が福建に赴く洪武　二卜年

（一三八四）までに、恵安県にはすでに沙楢と小兜という二つの巡検可があっ

た7R）。周徳抑ま、l都にあった沙精巡検司を県北八都の峠尾村、二卜L都にあっ

た小兜巡検司を県東　▲1一都の小窄村に移転させたはか、南安県の戯渓にあった

巡検司を県南の二l五都に、徳化県清泰里にあった巡検司を炎崎に移設させた。
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このように、庶安県卜のこの州つの巡検可は、いずれも新たに「増訂目したも

のではなく、移転と改称によって改めて設立されたものであることが分かる。

（5）福建省沿海巡検司の設置状況

町代における福建省椚侮巡HJの設捌大洲こついて、【表8、明代福建沿海巡

検司】を参照されたい。

【表8、明代福建沿海巡検司】
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＊福寧州は＼洪止八年で福川仰ドの抽こ降精し、成化ノしイlに両隷州にH格して細別】蜘餌に山．玉

することになった。珊吏l、巻川l止、地理兄、、福建、税　目二▲打

払拙1潤

洪武と弘治　欄）三雉押l■l「八「軋凰志l、巻川卜四十一、公刊、第′州＼九〔軋

ll徳　帖l徳）人相桧典l、ちイl廿Ll、托机昭和吏十1、闇津、第　Ⅷ第JL－」、土「二見

点描「笥海図編1、巻四、第　ノ、四～　′■、‡1日。この賃料こは的碓さを欠ける附分がある、たとえ

は、礼酬州椚ち巡検。」仲川こは「7k潤」とl鳳＝1日二いう　つの巡検‖」がある、と．【jいているJ実は、

「水凍」は洪武　川に創建したものであった。TE徳佃乱その「水洒」は移転して、「瓜門」に改

称したりであった（このほか、樟州舶卜に！小出と闇浦lという‾つの巡檜司が吾いている机

根拠は不明である。

〟推力付くノJ暦）人叩J会曲∴．窪百一l八、貞軋1恥州肌如」、酬津、第　九いL～　九才L九頁．ノ

川仲2－（明）季黙ほか　更部職勘、考柚和司、鮒軋汀i泡巡■り、第一ノ■、、一ノ、一員

万胴柏（明）何絶遠『臥17ll、巻川l、Jl胤且、、・史郎研一JJH第／ト　　Llr

ll明一山：岬沌「、巻門l丘∴他姓志、福建、椚　　　一～一一　　札

説明
（1）缶巡検叫のす．称はり八閲道志lによる（

⑦各巡検司の所在地に「いて、師団のはか、福建卸担ノノ去編纂劇は札止h福建省惰・吏地匝l脹l．（酬1、

福建地凶日販社、　日日四年）、明代海防、雛六／トノ、丸正

ただ、この表は、あくまで個々の文献資料が記載している巡検司の設刑状況

をそのままホすものであり、設閏の実態および個々の巡検下」の実情を完全には

反映していない。たとえば、洪武、弘治、正徳、嘉靖作間の肘捌、lには「松‥l」、

弘治、止徳年間に「n石」という巡検司が記されている。しかし、すでに説明

したように、その洪武∵卜隼（一　八川）に福寧県・都で創設した松Lll巡検司は、

成化十年（一四七FLn‾‾二月に福安県北ヒ都に移設され、川l巡検‖Jと改称され

た。したがって、「松山」という巡検司は弘治、正徳、嘉靖†H耶こ存′‡しない

はずである。なお、興化府には洪武一l年に弘一上されたレ」、帆Fという巡倹司

があった（洪武、弘漁、【［徳）。「記の表では嘉鋸年間以後にこの巡検■りに関

する記録がない。実は、衰靖l▲一年（一五二二）ノ、H、小幌巡検司が仙遊県の

lrl隔髄に移設され、「lJ蘭巡検HJ」と改称されることになった、という7㌔　し

かしこの表によって1該地域巡検司の概略を一日に把握できるであろう。

なお、明代中期以降、巡検百Jの欠Hは次第に深刻な問題となった。来秋は福

建省椚侮巡検司の弓兵の欠員問題について指摘を行った。それによれば、冊卜l

府沿海にあるl三の巡検司に押己椚すべき弓兵はノLTけこ十㌢，であるのに対し、実

在する弓兵の人数はわずか二日Ll′l＼名であったという。泉州府も同じであっ
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た。十七の巡検司の弓兵定員は一一千五百六十名であったが、実際に在籍するの

は／■く百七十三名であった。いずれも定員数の半分に満たしていなかったことが

分かる捌－）。

（6）沿海巡検司と衛所の関係

ここでは周徳興が「噌置」したとされる福建沿海巡検l■］の史料をもう一度確

認したいRL）。

命テ】星侯周徳興子†福建、　　増田巡検司四十有五、分隷諸衛、以為防禦。

この史料から分かるように、周徳興が「増置」した巡検司は、そもそも衛所

の琶卜に置かれたのである。それは、「防禦」を強化するために、衛所と一休

に運用する力策であった。

これについて、明代の人は以下のように論じている82）。

江見侯周徳興経営海上、建置衛所。又以瀕海地疎簡閲旧、非一緒一所能

遥制、更設巡司於暇隙地。司各有築城、有官、も射手百。問雑以房帳、

傲台斥堀川望。登高望之、若繁星之麗天河実。

つまり、衛所だけでは広い沿海地域の秩序を維持することが非常に難しい。

その衛所を巾心とする防衛システムの空白を補うため、「堪隙地」において「巡

司」（巡検司）が設椚されることになった。その衛所と巡倹司とは、まさに「大

河」とr緊lli」、すなわち夜空に見える天の川と無数の星のような存在であった。

巡検司が実際に衛所の作戦に協力したことがある。先にも紹介したが、洪武

ヒ年（一　‾ヒ四）ヒ月、倭冠が「大任海‖」に来製したことを受けて、百戸の

訂彰は衛所の軍士を指揮して抵抗した。その際、付近の巡検司の巡検も配下の

づ兵を率いて衛所の作戦を支援した83）。なお、茄拍四卜二年（一一五′【こ）1－・月、

「ノJ飴」の「真倭」が明軍の「末集」の間隙に乗じて、福建省興化府仙遊県の

県城を包囲攻撃し陥落させようとした。着任したばかりの仙遊県知県陳大有は、

住民を組織して抵抗した。そのなかで、白嶺巡検司の巡検煩茶は、「属卑官而

不畏強禦」して、県城防衛戦の勝利に貢献した。福建巡撫の讃輪はこれを受け

て、魁恭が「功当首論」だと請えるとともに、皇帝に対し「破楕」の抜擢をす

るよう求めた、という別）。このような協力作戦は沿海部のみならず、l叫也に
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も見られた85－。

このほか、「文職公署」の巡検汀」と衛所などのl武職公署」とのあいだで警

備業務を代和代Hするケースもあった。たとえは、福建削〕半侮衛指揮便J

の管下に卜四カ所ののろし台（r燦腿」、「矧凱）」があり、それは敵の来襲を

k遵するために、洪式年肌にH設置された重要な梅防施設である。正統十・年

（一川川ノ、）、それらののろしわの管理は、平面繊折附加」から古J′巡検．りへ移

された。翌年の【［統卜一年（一即日叫七）、興化衛指揮使吊が長姉こわたって閂

押していたしカ所のろし台（いずれも洪武年間に設閏）も、布政硬司の命令に

よって、小幌巡検・りの弓兵がその鞘別こ充てられるようになった。人順トfl

（一門五ノL）以後、興化府下にあったその他のへl　カ所ののろし台のすべ

てが巡検甜こよって閂押されるようになった洲。

このように、海l特問題への対処は、】武職公署」とr文職公掛が縦割り行

政のようにそれぞれ甲独で子Jわず、▲几的に子rわれたことが分かる。

この瓜こおいては、仰代における海防問題のγ一都として知られている『○海

図編』を編纂した鄭若哲もl‖］じような認識を持っていた〔J彼が編纂した『ご細

岡編目には、南から椚海部の広東・福建・淋し・南由隷・111東の順に「兵防官考」

がそれぞれ載っている。たとえば、「福建兵防官考」にはまず「総督卿■J」から「炸

火門水斜巴総」の各将校177の職名を掲・械し、そのあと、「打†渥衛所」と「77†

海巡検司」などを肌、ているH7）。つまり、沿海部の「兵防‖まr沿海衛所iと「椚

海巡検司」によって構成される、と考えていたことが分かる。

さらに、鄭若円は附海防禦施設に関する説明の部分で、衛所と巡検司が協力

して役割を果たすことを指摘している。たとえば、福建省福州府には「小児水

薬」（別ダー「小児汲水賽」）があった〔，それは、福州府東鮎川蛮】卿こある塀事

施設であって、毎れ　r付近の衛所の堪」＿lが交代して別屯し「倭忍」の来襲

に備えた8日）。これに関して「l■笥海l冥】紬』には、次の。己録がある。

某所相関安鎖、」ヒ蓑、焦l‥諸巡■り、為南北申l哨、無描子1束探祖、有讐

協力川職。則此賽之設為ィ、虚実冊）。

つまり、「小土鋤く顎」は川辺の閲安鎖・北掛焦l‥の各巡検言」と　一緒に「備倭」

の防禦システムを構成したのであったと，有事の際に、この川ヶ所の臓設は「協
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力して出戦する」ことができる、という。

また、ガ暦年間に編纂された『福等州志』では、福寧州汁海部の防衛体制に

ついて、こう記している9D）。

海濱南有人金、」ヒ有松山、倶屯窮兵、巡司居中。

ここの「大金」とは洪武二1年に周徳興によって設置された大金TJl所、「松

山」とは松山に設置された熔火門水薬であり、いずれも「重兵」が駐屯する要

地であった。そしてその間に高沼という巡検司が配椚された。これらが一つの

沿海防衛システムを形成している、と明朝人が考えていたことが分かる伸。

以上で見られるように周徳輿による福建省「群書海地方」の経略は、衛所と巡

検司の設＼一／を一体的に考えて行われた。この点は、明朝創ll／直後の「Hil策」だ

と言える。漸江省の事イ抑こついても紹介しよう。

（洪武　二十年卜一月＝▲末、椚爵撰　p所、属昌団衛、移爵演巡検lり於

誉供渡。先足、散騎舎人上強言、臨両衛及健眺干戸所墨十、lI‾情之外、

幹軍尚五百人、肩分補椚海衛所守禦。詔漸汀郡司定議、以昌国衛所属餞

倉Tp所臨海口、去衛二白除里、遇警急、や難応援。爵棋他山二百線里

之半、雄設巡検lり而弓兵召人菖不及数、若以臨‥l・線眺飴軍折千「於爵演、

仇遷巡検司於膏峡渡、以偶策止、為便。詔倶従之。2J。

洪武I L的こ漸江省寧波府象ILl蜘こ設；rほれた昌国衛（地図侶）斜里（1））は

漸江都IrJに属し、「倭夷」の「山没進貢」の経路を抑える「険要」な塀事施設であっ

たリ4㌧，その管轄下の銭倉千／‾r所（②）と「自除甲」も離れているため、緊

急時に即庵に応援することが難しい、と漸汀郡司は判断した。これを受けて「策

応」に備えるために、昌団衛と銭倉丁戸所のほぼ中程にあたる爵湊の地に干11

所（・霊i））が新設され、本来、そこにあった爵漆巡検司を西のR嵯漉（再））に移

設させた、というU　これによれば、異なる系糸鋸こ属する衛所と巡検司の設潤が、

子で†海地域の治安維持という目的のもとで一ノL的に子Jわれたことが分かる。

このように、紺毎の要地に馴屯するl卜規市＝衛所に対し、m海部の巡検司は

一種の「沿岸警備隊」のような存在であり、その筋所の機能を補完する役割を

もつものであったと言えよう。
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（7）沿海巡司の施設問題

この間題について、周徳興がその設、‘／にかかわった泉州府の峰尾ら川つの巡

検司を例に説明する。

福建省射卜l腑こ峰尾、黄崎、漱籍、小窄という川つの巡検司があった。それ

らはいずれも周徳興によって設間され、ィ、J近の崇武千川軒とあわせて「大侮」

を監視する機能を有するものであった。それらの巡検司の施謝こついて次の記

録がある。

其巡讐守備、各避地ね押、毎「那姐亘周囲一百九十丈、悍一丈二尺、高遠

女糟二丈。為苗錆、ノ、L八。南北踊二門、建楼瑛上。城中各有営房二上聞、

以居弓兵。

つまりそれぞれの巡検棚ま良さ的ム百メートル、厚さ約凹メートル、高さ約

ノ、．ノ＼メートルの城壁によって囲まれ、南」とに　こっの門、中に∴l棟の兵舎が

掛ナられた。そして、巡検のほか、百ア■の1兵がそれぞれ閻円され、所定地域
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の警備に当たっていた、という95）。

八閑適ノ1、』の占己克郎こよれば、周徳興によって築城された福建鋸歯地域の巡

検司城は計　‾十五カ所にのぼることがわかる。それは、入門幣、水襖、百聞、

rH】錐、延草、「1｛（以日直寧州）、迎仙、属頭、rq1油、詩山、苫了、小幌（以

1▲即1化府）、峠ノ宅、黄崎、小群、渦舘、祥芝、深池、烏河、囲頭、官襖、日子IFi、

峰l二、陳・机、烈幌、塔戒、高浦（以上泉州購）、涙門、．島尾、井尾、戸川l、後畳、

金ri、洪淡、射れ由」l（以「瞳州府）である。この内、興化府下の迎仙なとノ、

つの巡検lり城は、イ」近にある衛所の「平海衛域」や「箭蔵千ノrr折城」と亜んで、

川徳興の命令を受けた興化衛指揮愈罰のH謀が築いたものである邪）。

椚海部の晰汀省でもl口】じであった。永楽年間、温州府楽㌢■tr県にある飾頭、蒲

帳、」ヒ監、小鹿、氾鳳という五つの巡検司の施設や配閏状況について、【表9、

館頭など巡検司】を参照されたい。

【表9、館頭など巡検司】

＼ 劔>ﾉl｢�蒲岐 ��小脇 ��

） �2�3 �2�3 ��

） �2� �2� ��

） �2� �2� ��

10 �� 

3 ��3 ��� 

3 ��3 �2� 

2 ���3 �2� 

り ���3��4 ����10 ��

城I ����C��42 ��C��140 ��

L　3　　　　　　　　3　　　1 

1 ���1 ��� 

1 ���1 ��� 

川0 �����100 ����� 

．混剛： 
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弘治ノLf「（一四ノレ＼）、漸江省汀†海に漂着した朝鮮人操博ら一行は北京へ護

送される途中、漸テ【省の越渓巡検司を立ち寄った。住持のUに映ったのは、「（巡

検司）城仙l蘭、軍坐皆帯l仲川侮カ」という様√であった怖。

朱ノ七時本人も、衛所と巡検司が果たすべき役割について「悔し盗賊」の取締

りにあると考えて、衛所の山車と同じように、巡倹■■に’とにl船二隻」を配関

するよう指示したこともある08）。

（8）沿海巡検司の考課

明朗の巡検制度はその別立当初から人事考課に関する規定を言封ナた。洪武の

初頭に定めた巡検の考課基準は、在任期間小の処分の有無のみであった99）。

凡巡検、洪止に初考満給山。無私過晋、Iqll［九品、犯私筈ポ本等川、杖罪

障雑職。

つまり、／」什lHこ私罪により紺可なる処罰も受けなかった都こ「止九品」へ

の日進質楢が与えられる。私罪で「字与刑」を受けた者は、「本等附」、つまり巡

検と同じ従ノL晶の他にポストに異動させ、「枚」の刑罰を受けた和は、雑職に

降格される、という1‘】り’。このような考課方針は、運用」において二つの問題

がある。第・、巡根の勤務状況をチェックせず、任期満了で「無私過」の者に

舅進資格をそのまま与えることは、巡検が果たすべき機能が形骸化してしまう

恐れがある。第∴、舅進貿格を安易に入手することができるのに対し、その昇

進資格を入手した者全員が規定通りに「1王ノL品」に昇進することは難しい。

こうした問題を解決するために、洪武二十／■41（∴九▲）より、巡検の考

課制度は「数値基準」を導入した。長にすれば次のようなものであった（表10）。）

【表10、洪武二十五年巡検考満規定】

有‘私杖宵 

l哩一級 � 

l（〕0以 �6ﾘ����4ﾈ�ﾈ耳撃� ����

30†′】以 �� �� ��

30辛′－以卜 剪� ��
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このような「数値基準」をもって巡検の人事考課を行う制度は、その後も強

調された川■）。

しかし、このような「数値基準」に対し、椚海地域の巡検に対する人事考課

には従来の規定がそのまま適用された。汀」（正徳）大明会典』にはこう記されて

いる■。Z）。

凡椚海及卜肖巡検、倶不論軍因、無過本等用、有過降用。

つまり、椚海地域および内陸の少数民族地域の巡検の「考満」に際して、逃

走巾の軍人やl人1人を何人掌揃したかということを問わず、「無過」であれば、

▲自名以しの「逃鞘逃囚」を章捕するも「私杖」の処罰を受けたことのある巡

検と同じように、「本等」つまり「対品」、械滑りして異動させるのであった。

過失があれば（「石過」）、一百名以卜の「逃軍逃囚」を草捕し「私杖」の処罰

を受けたことのある巡検と同じように、l嘩格されることになる。要するに、入

部考課における椚淘郡巡検と内陸部巡検のもっとも異なる点は、「対品」、つま

り「本等」に転出する決まりはあったが、昇進の決まりがなかった、というこ

とであった。

ノ」暦隼l用にも、沿海巡検司の考課規定は依然として適川されていた。ノ」▲麿イl

間に編纂された『史郎職掌「りには、つぎのような規定がある。

沿海巡倹考満到部、或公文内関係沿海、画図貼説明白、或査前官巳作沿海、

ィ、論有無印因、無過対品川、復除胞裏巡検；布告杖過、降雑職、有徒罪過、

降辺遠雑職。倶本司搭選。功潰多者、仇照例行。

沿海巡検考満、亦要査勘明白、画図貼説、粘連通貝府州県巡司市史不抜

紺人起送。違者行査Ⅷ）。

ここから分かるように、什期満了の「潜侮巡検」に対しては、まず閲係．1ぎ吏白

のなかに「椚海巡愉」であることを明記しなければならない。「画岡貼説」とは、

おそらく地図などを添付することであった。そして、「（逃）軍（逃）㈹」の捕

捉成績を論せず、「過」の有無が重視された。その「過」とは貝休的に何を指

すかについてはさらに調べる必要があるが、巡検が作動小にr無過」であれば、

内地の雑職に与一塁赦させることができる。「筈杖」の刑に柏’1ける「過」があれば、

その巡検は「難職」に降格されるのに対し、「徒」の刑に罰せられるへき「過」
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があれば、その巡検は「辺遠地の雑職」に降格されることになる。安するに、

万層年間における椚海巡検の考課叔定は、従来の規定をそのまま踏襲して「数

値甚準」を導入しなかった－ノノ、りき！与過」で任期満了の巡検に「脳裏雑職」へ

の異臥「有過」で任期満了の巡検に「雑職」あるいは「辺遠維職」への降級

を明確にしていた（表11）。

【表11、明代巡検考課規定】

万椚 

本等川 冖8��糾晶用、腹裏雑職 

有過 俎��ﾂ� ��

汽料出典：『（it徳）入明会規、巻十軋吏軋、」功満更■れ訝1－111聞・六川良1什旺仁李黙はかIl虻 

おわりに

以上の検討を通じて∴や者は以卜の所見を得ることができた。

第一は、『諸司職登　などの明代政J押）言己録によれば、明代における各地の

巡検l†］の隷属は州県ではなく、府であった。

第二は、洪武一1くりこ用後興が子」つた福建省潜海部巡検司の整備状況を明ら

かにすることができた。筆者は■りu胡過よ』および明代の政ガなどの史料を利

用して、Il明人征夷録Jlとl「備倭記Ilの‖己録を検討することを適して、明代福

建咄紬触狛こ設置された巡検司の詳細を学料こおいてはじめて概観した。

無論、次の点については留意する必要がある。本稿の説明は、主に【r明実

録』やIr入明会軋」、および他方法貴料などの文献資料を・11心に検討を行った

ものであり、考■11発肋浮川射こついてははとんと利川していないり一・例を挙げれ

ば、1954iHこ福建省射卜仙の】事現場から「深海巡検吊」の銅印が発見され

た。泉州市海外交通史博物館が所蔵しているこの印の印耐こは「深泡巡検川和」

の文了が彫られているほか104）、月け封こ「洪武l L隼八月」の文字が彫られて

いる（ん図参照軋すでに説町Jしたが、U八開姐よりは、深海巡検司は洪武∴仁
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年に周徳興によって「創建」されたもの

であるとしている。十分な資料がないた

め、この巡検司印の鋳造の詳細な経緯は

不明である。しかし、同家の権威を貝現

する官印の鋳造は、その官印の使川権を

持つ官庁の設立が決定されてからはじめ

て行われる。これらのことからすれば、

深氾巡倹司の設立は、洪武十七年八月以

前にすでに決定されており、rリ＼閑適志』

が言う「洪武　▲卜年」とは、設lラ＿の決定

が実施へと移された牛である、と考えられよう。さらに云えば、周徳興が朱元

帽の命を受けて福建に赴く洪武二「年の前に、明朗政府はすでに福建の沿海防

禦システムについて議論し、衛所と巡検司の整備計画を立てていたに違いない。

この例のように、文献資料と考lJJ発掘資料を相互補完的に利用し、事実の検証

をすることが今後重要となるであろう。

第　＿は、巡検の人事考課、とりわけ沿海地域巡検の考課規定についての考察

である。

本稿で論じたように、明朗の開国当初から、巡検司制度は衛所を中心とする

団の防衛システムの一環、より具体的に言えば社会治安の管雅を担う末端の子J

政機構として、また明代独特な「朝貢制度・朝貢質易・海禁の∴侍・体化した

海禁＝朝員システム」を機能化しそれを支える装間として整備されてきた。そ

の整備は、巡検司の設問から巡検の人事考課に至る各方面に及ぶものであった。

舶建省を合む椚海部巡検司の整備はこうした流れのなかで行われてきた。こう

した明朝国家の努力により、さまざまな問題を抱えていた巡検司制度はついに

近世中国における社会治安を維持するためのもっとも有効な制度として定着

し、その生みの親の明【潮を滅ぼした清仁朗も巡検司制度を　二十世紀の初頭ま

でにずっと継承し続けるのである1。5）。

明1▲朝の海洋政策における巡検lりの役割について、史料の発掘を含めてさら

に研究しなければならないが、以下のように見通すことができよう。つまり嘉
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鏑年間のような大規模な「倭冠」を除けば（そもそもそのような広範囲にわた

る「倭冠」の問題は、個々の巡検HJないし衛所が対応しきれる問題ではなかっ

た）、巡検司は基本的に国家の期待とおりに役割を発揮することができた。明

代の初頭から実施された海禁政策を條慶年間までに概ね統括しえた原関は、ま

さにここにあると考えられよう。
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【附凹：『笥海図編・福建沿海総図』（九州大学文学部図書重蔵明天啓門年刊木）】
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注

1）桃本堂郎編l磯城アジア史研究入門「・1（東京、岩波書店、＿二〔〕口八年）、第

九章「明朗のl上】際システムと海域世界」（鋸tU～五八白）を参照されたい。

2）槙L電「明初の海禁と斬首」、森正人『明清時代史…拭本間組』（東京、汲

育書院、一九九L午）、第二0三～二三四日。

3）（清）藍鼎元「鹿洲公案』（北京、群衆山版封、一ノL八五年）、閻広洋

盗、第一nn～一一∩九日。州新市定『榊埼市定全集』（東京、岩波書店、

二〇00咋）、別巻、第八四～ノL八百を参吼そのなかで、「湖＝司巡検方

大忠」は藍舶ノはり海賊を逮捕する命令を受けた。

4）（附）茅元儀∪武備ノよノ・、巻．百九、海防－、川庫禁機雷叢1け部第二ノ冊

影印別天啓年間刊本第三0ノL氏

5）たとえば、浬の会稽郡に「楼船、守尉」などが配旧されたことを挙げて、「海

ヒ之有戌、蓋臼状始也」と指摘した肌代の文人がいる。■（天啓）海塩県図軌

（台」ヒ、成文出版社用限公司、・九八耳）、中国地方志義山邦［描きJL八九

影印明天啓四年刊本）、巻し、成海編、第五八八氏

6）たとえば、川越泰博「明代海l妨休制の運営構造一一一創成期をIl心に」、」⊃史

学雑誌」l（東京、史学会）、第ノい巻第六り、　九L二年ノ‘川、第二八～

五三氏三木聴「明代福建の海防体制について」、『吏肌」（札幌、北海

道大学東洋史．談話会）、第二り、一九L五年1リ1、第　一二～　＿石白。陳

春声「明代前期潮州海防及兵歴史影響（⊥）」、・巾両人′7り、報（社会科学

版）rl、二日けL年第二斯、節　二川～　二見。Idl「「明代前期潮州侮l妨及其

歴史影響（卜）」、巾111大学ツ報（社会科ツ版）．1、＿＿UOL年第二期、第

四ノ、～九二氏。黄小‾青「l町代福建海防的水薬輿遊山、湯県勇主編r叫団

海洋矧展史論文集（第L輯）」l（千日と、中央研究院小山人文社会科学研究所、

一一九九九年）、第▲九一～川　ノ＼白，lr明代侮l掛軸栂別報紆トー湖確僧職

海鳥峡防衛的建椚輿解体」l什【’蘭、明山研究′」、糾、▲UU‾二叶、明史研究

叢l‾lj一）。何点興l「治供水賽－一個冊代閲搬水師重鎮的観祭日（台北、l誠1

揖出版封、（八〕ノく隼）。

7）帽l州一描」l（東京、■1－典研究会、一ル■く′■、叶、影El仰ノJ暦ヒ牛大名〝抑」本）、
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明代の巡検司（伍）

巻三、諸司職掌、兵部、上巻第二三三～三四〇員。

8）宜蘭、明史研究小組、二〇〇二年、明史研究叢川六。日本では、川勝′、1’が

明代都市研究のなかで巡検司の役割などを分析した。「明代、鉄石の水柵

と巡検l司制度」（明清汀南市鎖社会史研究」】、東京、汲古書院、一ノLノLノL

年、第五四三～五L一員）、および「中国地方子J政における県と鎖」（前掲

，lf、第ヒ　＿～　一四　二日）を参照。

9）∪溌軋1（」ヒ京、申草書局、一九六二年）、巻十ノLl、rf官公卿表第七卜、

第L川　二見。「県、長、皆秦官、撃治其県。万戸以1二為令、秩丁石至ノ＼百石。

減力十一為長、秩JL山石生二日石。皆石丞、尉、秩四白石至　二日イ1、足為長史。

百子了以卜有斗食、佐史之株、是為少更。大率十里一車、卓有良。十卓一郷、

郷イ1三宅、有秩、番犬、酢徴。三老撃教化。薔夫職聴訟、収賦税。軌徴徴

循禁賊盗。　　皆秦制也。」日進貴は著書のなかでl「日加録』よりこの文

を引用したが、顧炎武の議論と誤認している。U明代的巡検制度－一地方

治安張層組織及其運作」】、第一日。

10）日米会要輯稿（」ヒ平、国立北平図書館、一九三ノ＼叶、影印清抄本）、職臼

＿ノ之LLb～　二之ヒ八a白。「紹興‾二十二年閏‾‾月六日、臣僚言、在法検

験之H、州ぷ司押参軍、県差県尉、以次発承簿監督。苫皆臥則須県令自行。

モ於殿験、乃於都県差宙。若百里之内無県、然後不得己而委之巡検。三尺

只在、小口J小寸。方今州県之官視検験一・事不旨親臨、往往多以弔辞免、率

委之巡検。蓋細巡検武人、異聞多出軍伍、至有不識字l叶苦。」

11）前書梅「米代巡検初探」、『中国史研究』、一九八九年第三期、第四一～五四員。

12）『人ノし聖政国朝典鼠∩（杭修四庫全書第－L八じ冊影印人汁Ij本）、巻l二、史

郎六、両更、県尉設司史例、第一六二日。「所在司県、．役1■⊥尉行い巡検司衛門、

望管印信、専・捕盗。」

13）『ノ亡史』（北よ、中世出局、一九ヒ六年）、巻‾二卜一、成宗本紀、第四六ヒ白。

「（人徳十イl一打‾月）川l」、　　降巡検為九．冒】。」

14）（几）劉読∴桂隠文集』（台湾商務印書館影印文淵閣四庫全書第一一九五冊）、

巻　二、送員元忠赴遇城廟‥l巡検、第一一四八～一四九白。（几）呉澄『呉文

正集←■（吾湾賄務印書飾影印文淵閲四楯仝欄第一一九七冊）、巻三十三、送
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李兄翁巡検挿、第　一JL　～／Ⅰ＿H。（明）来灘IrノL吐！、巻二IL、莫宗

本紀、第ノ、一四円。「（空桁元年十一H＝亥、以教′「■附選別闘手広侮巡軋」

15）l「明人机実軌、巻二トノし、洪武元什【［川夷J’、節目r廿昭も引用する明

代脛軌美録はいずれも中火研究院歴■吏語言研究所校仰木である。

16）」明加l（」ヒ京、IHりFJJ、一九L川くl）、巻LHL、職竹丘、巡検叫、第

一八五二Lrl（，「初、洪武Jt　以広柑他線針仰、始於開院衝要之処設巡掛り、

以讐軒盗。後遂増置各処。」l明人糾実線日、執ノLIlノこ、洪武▲年ノL‖T一辰、

第八LLLrl。「ノ射し】子J省J、肘l・、lそ欒・南寧等凧、象賓・漕林で州、地

積猪撞、臭l那孟彿要之虚、H設巡検司以讐姦浴。従之。」「叩1集録』のこの

記録は、巡検■・川根虹美施の始まりというより、広西という特定の地域でそ

の制度が実施されたことを指すものであると考えられようUなお、近年の

研究について、R進L■j著．lf刷まか、1▲仲凱「明代湖北八府的巡検■り。伎置興

分布」什湖」ヒ人ツワ鞘（fγ紺会科？版）、第三∴巻第　斯、▲口「）六年

／川、第＿三六ム～∴六九頁）を参黒くiU

17）レ（lT▲徳）大明会典（東京、汲Ill．lF院、一ノL八九年、影nHH止徳ノ、イ1†1

礼儲汗り本）、勘rJl二、兵部、職朗清一更司、閲津、設閏巡検■り、第二冊節

五0六貢。

18）『（嘉靖）呉7】県ノ山（吉日と、台湾学生割局、一九八い1、申国史学叢書第
一編影印明嘉眉押し什叶lり本）、巻fl、建田上、第九b～　一・a臼。

19）『（弘治）旬容県志Il（仁侮、「海〃店、一一ノL′■、四年、大一間蔵明代地力ぷ

選l鵬Ⅰ川叩月弘治咋「H＝り本）、巻‾、公署、第八an。

20）叩J人糾実録Il、巻二1、供武元年J■Jl「四、第hLJ■～／〔ヒ六氏。「南

海偶満闇で作札、県人閑敏椙義撃賊、タヒ之り初、間等行動龍滞、敏集衆製、

捕賊百飴人以蹴。征南将判蓼永忠遂以敏権巡検。賊衛之、八旗徒復幽具郷、

敏力不能支、遂ズ州所胤後日か1′、永悪以兵事胱l以敏イ川末招官、而

能杖義討賊、殿J一上軋特贈敦武校肘兵馬指揮「滴り指揮、表箕郷口忠義、

令有司正岡、歳時祭烏。」

21）王偉凱「l仲代湖」ヒ八府的巡検■巾那叩き分布」、∪湖」ヒ大学学報（千や学ネ†会

科学版）＿、第　▲　▲巻第　二期、二UU／■くイIJU」、第二ノくム～三ノ、ノL乱
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22）『明太祖実録』、巻七十八、洪武六年春正月甲辰、第一四二一百。「温州府

民周覚三等相結為盗、拠瑞安萬里林。守将領兵掩捕、遥穫之、遂即奥地置

淡洋巡検再」。」同、己西、第一四二三頁。「田上元諸県寒椿等三卜L処巡検

‖j。」†司、乙卯、第一四二ヒ頁。「設北平遵化等願出兄等巡検司。」

23）『明太祖実録」l、巻百‾二十、洪武一1‾三年二月J一卯、第＿二〇五九～　二〇六〇

百。＝明太祖文集∩（合肥、黄山吾社、一九九一年」、巻七、諭省虚巡検、

第一一川U員。「朕言災巡検、批要道、験l対搾、必⊥民之欒業、致商旅之プ鵬鎚。

然難法l」】之良能、末経点線。今特差入詣所fl二、諭以巡防有遺、讃察多方、

有能堅守定職、鎮端所司、役満来朝、朕必嘉焉。枚盗赦諭。」巡検を罰す

る事例として、一例をあげよう。洪武十九咋四月卜臼、逃走中の犯人など

′【、十　二人が終末州府で逮捕された。尋問した結果、巡検による「縦l踏越関」

つまり賄賂をもらって囚人を放したことが分かり、「貪嬰巡検」ヒ人が処

刑された。l「皇明制か』、巻二、御製人語続編、卜巻第五九日。

24）l「明太祖実録口、巻自∴卜川、洪武l‾▲年十月契西、第二一‾二二乱「命史

郎汰天卜巡傾司、凡非要地者悉罷之。於足罷∴百五卜匹l豆】。」

25）l叩J人祖実録八　巻山四十九、洪武十五年五月己束、第∴一七五百。

26）H進日日「明代的巡検制度一一一地方治安基層組織及其運佃、第三L～一八

白。なお、付録・「明代巡検司椚革表、第一六五～　▲　　∴軋　ちなみに、

清代の巡検司の敬は、約九百石十前後であり、乾隆　二十八年（一L六一二）

に九山Jll六、卜九世紀の末には九百三卜五であった。l「人清イt符合編』（清

乾隆二卜八年川本）、第‾‾二a員。（清）昆岡ほか奉勅編「（光紹）人消会胱

（台」ヒ、新文豊川版公H】、一九七六年、彫印清光緒　▲十h年れ印本）、巻JL、

吏都、釣′■、九頁。

27）U明人祖実録＿、巻八十　＿、洪武六年ヒ月突亥、第一川八九ri。「常州府H

城巡検日用封蔓民無路引書、送法‖J論罪。問之、其人以祖母病篤、遠出求腎急、

枚無験。【聞之LJ、此人情可衿、勿罪、将之。」・「（11三徳）入明会典＝こよ

れば、H城巡検司は鉄江府丹陽県にある（巻l‘什　▲、兵部、関沖、設置巡

検司、第二冊第五0二頁）。

28）U明人祖実録』、巻ノし卜一、洪武L勺　LJ」壬午、第一五九L白。「倭夷冠大
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任海Il、白「許彰率兵禦之。巡検率其」兵助■撃、倭人敗走。形追之、倭人

返兵拒戦、彰遂戦死。」

29）『明太祖実鈍1、巻一百三1ノし、洪武「凹勺∴l月庚申、第▲一九fl乱「．17

日県民屡†等作乱、親掠史比。主苗麻樋率杉洋巡検■り兵大輔之、斬賊肖

一十除級、′【‾檎賊一卜八人。会福州衛指揮愈刑儲英率兵至、撃之、汚職衆

四百幹人、遂平之。」

30）『明竃岩美録』、巻fL卜三、貢徳四年四月甲申、第一　L三氏「陣搾州府

濠門巡検司巡検朱頗為県私時行イ1三史郎言、朗在任攫逃軍一百五l三人、

作耗強賊L十人。旧例、能檎賊盗六十人以卜者、不拘例降用、今巡検当l凱

1－日：巡検以話柄十愚為職、而龍忍心如此、是亦可嘉、川巧鳩承、以励水音。」

31）『明太祖尖鋭、巻自六いじ、洪止〔l L隼潤lノ汀未、第二五五八軋「卜

諭都′腎府附二1、瀕渥兵衛本以防禦倭夷、今市州偵人豊岸、殿只巡検、守禦

官兵所職何軋命辿川桁掛軸希、趣仝〒刷れ罪之。」同巻百八十▲、洪

武▲卜年六月乙四、第▲L川J■白。r恵州博捉粗目減作乱、殺巡検、焚廠
ノf′、舶日比広東郁指揮便司発兵討之、捜前側混、仲里等l　一人、送京帥課

之。除党悉平で）1

32）r「世宗実録』（ソウル、人韓民川閂史編纂委H会、一ノL－L一年）、巻

口十九、＿卜年・月乙U、軸即し二槻実録第六日け第四ノ止も

33）何斬畔叩月代県政研究（」ヒ京、北京大学出版社、川＿〕六年）、第一ム白。

なお、許人齢「朋代的官制」、許人齢ml恥lJ蛮論集．（北京、北京大学川版

社、「）（‾）（〕咋）、甘ユ　ノト～／「頁。初日＝まIl文史知識（」ヒ京、申嘩

書局）、一山比イl第′－＼肌、第川ノL～棚Llロム1人イ】『明代川家機構研究』

（北京、抽話人判l搬社、一九九二くり、第二二八広柚博打明代州県政治

体制研究‖（北京、申l止l社会相、拘り販社、▲UU　イ1）、第ノい払

34）l「明史」■、巻Ll石、職官、巡検rlJ、第一八丘二乱。

35）∪（永楽）楽活眼ノよこ（上海、上海占錯出店、一ノL′l、四叶、天一・閣蔵明代地

方ぷ選1▲帽子印明川本）、巻川、臓合、第　▲　a～　LaL′lJ

36）（明）余象1一編l「新刻天下四民仲覧三日7〃円正二；二・（東京、汲．1．だl競、

〔〕〔〕（〕隼、小l玉旧用類点集成去捌11明ノJ層二上し押川本）、巻」、官品門、
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第　二ヒ○～二ヒ一・百。

37）川勝守「明代、鎮印の水柵と巡倹司制度」、『明清江南市鎮社会史研究「り、

第九四九百。

38）（止徳）人肌会典日、巻自卜二三～自1一匹1、兵部、職ノJ汀J射れl射1才、瀧田

巡横川、第　冊第Jl（‾〕（⊃～71一二九員。『（万磨）大明会典Lll（揚州、広陵．誓

社、て）・ご〕L叶、形印明万暦十五咋司礼監刊本）、巻百三十八～∩三HL、

史郎l　一～二f二、職方清吏司、閲津一～二、第一・九四・～・九八U白。

巡検司が「職方清更刊」の項目に収める埋山は、おそらく暇ノノ清吏司が大

下の「姐、父燦喉」を管理することにあるが、『会典＿1の編纂ノJはにもl英1係する。

これについて、谷井俊仁「官制は如何に叙述されるか－1欄礼抽1らl「会典』

へ一一一一一」、「「人文論叢』（一重大学人文学部文化学科）、第　‾　▲弓、二OU′【、

年二H、第八一～九八日を参照されたい。

39）ノ望川川i帽子八　巻三、諸司職掌、吏部、上巻第一八五～一ノし⊥く貢。

40）隼棚制出、巻三、諸司職掌、史部、卜巻第一八六貢。

41）『（ll徳）大明会典』、巻五、吏部四、第一冊第ヒ　▲～七　‾頁。口（川西）大

別会典〔、巻四、更部三、第ノL四～ル1く頁。

42）滋賢秀＿二打中国法制史論集』（東京、創文祉、二00　二年）、第　▲U　▲～
▲⊂〕川貢。

43）（明）徐石麒L肌層′且、1（清遺光十一年′■＼安昆氏活字印学海類編叢書本）、巻三、

第一b～　＿a頁。灯明史』（」ヒ京、中華書局、一九L四咋）、巻白ノヽl三、

徐イ瀾軋、、第ヒ〔）＿▲九～ヒ○川　◆員。（消）徐聞什Ir明名臣言了滝山（清康

無∴仁年采‥僧刊本）、巻九十円、尚吾徐忠塞公ホ願、第一八a～　▲〔つb貢。

銭海岳「南関史（」ヒ京、中華書局、二r〕（⊃ノlく咋）、巻二卜、徐石麒伝、第

一／L　二八～　一Jこ川〇日。

44）■ノ皇明制．隼、巻二、諸司職掌、兵部、L巻第二四三日。

45）山根幸人目明代筏役制度の展開』（東京、東京女子入学学会、・九六六年）、

第ヒ　ー～ヒ．白。

46）∪吏部考功司題稿』（台」ヒ、位文図吾出版有限公司、一ノLLL年、影印明抄本）、

第二／LL～　二ム八員。
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47）弓兵の管理について、以卜のような資料がある。「兵房立巡検弓兵簿。毎

月初二、十六l慄謂査。如有賊盗′巨発、貝（ミ依分定地ノJ決止」「巡検司弓兵

亦要定興地方、位之組訪塩軋姐該地ノ／事発、l「汗i所管之人、不可混行迫比。」

『新官軌徽（合肥、熟」惜祉、一九九L作、円蔵書集拍第一一冊影印明崇禎

金陸井坊唐氏Il伯瀾政柴本）、第L川．、LlノLl六白。

48）張汀i r「酒代巡検制度研矧】、東北師簡大学碩土学樟論文（Lt］l止1、長春）、

▲00L年九月、第L～r軋

49）『明史』、巻ヒlム、職宮吾、第一八ム二白。「巡検■り。巡検、副巡検、倶

従九lV■、1緋捕盗賊、解詩仙卜偽。凡在外才〝材卜恨閲津要吉処倶殻、伸率格

役弓兵警備不払　　「三年二月、鞘賜勅諭之、尋改為難職。」

50）『明太祖粟島如、巻六l、洪止押t昨l】月庚成、第一一八二日，巻∩∴l、

洪武十川三．月「圧、第二Uノし▲～　⊂つ六▲白、巻自一F　▲、洪武巨＿二

年八月丙嵐、第二一nt氏l■明吏rl、巻八十∴食貰ノよ、第▲〇〇一～

二OC）▲白。

51）『明太祖実録口、巻白ムl川、洪武卜六年上月」▲人、第二匹IU一白。

52）レ明太祖実録′、巻rレ■、十′⊥く、洪武十ヒ年十月庚′I、第　二／L九〇白；巻

百八「五、洪武二l咋九ノ1両J軋第二ttL～二七七八氏

53）日進貴『明代的巡検制度－一地方治安基層組織及艮運イ′lノ、第五九～ノ、五円。

54）膠今．t，■「明代腎虚‖（台北、中国人酎丁政Jjlり上．一九′【、九的、第　▲ム

～二ノ＼貢。

55）特控とは、「／下條開列貝題、即奉徳特旨補放」のことである。その対象ポ

ストは、「入学十、尚書、ノ．都御仕、侍即、翰林睨学院学士、総督、巡撫、

学政、布政司、拝察使」であった。l「（光緒）人清会典Il（わ北、斯文豊出

版公司、一九L六年、影印清光緒　二lム年イ川J木）、巻／し第－・〔〕一日。

56）（明）や黙ほか『史郎職掌l】（匹＝車全書存目叢、1便部第JL八lHl影糾明力

暦年閲刊本）、巻「、文選清更司、第二円頁。播塁輝肝間代文H鉾選制度

研究』（北東、北京大学l川板社、▲OU上し牛）、付録一、現存町代l「史部職

掌J■版本考、第二七二～＿ニーLri日。

57）（明）劉ノL森等【r占占級考1（」ヒ京、線装書局、二UL）三年、稲見肌代史籍
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輯存第三0冊影印清抄本）、第二八八～二八九頁。

58）知印については、繹全書『明代胃史』、第一一ヒ貢を参照。

59）『む部考功司題精』、第一四四一・～一・四四三貢。

60）村井牒介目口木の中世・分裂する王権と社会』（東京、巾央公論新社、

＿UU　▲年）、第一ヒ二日。

61）目元【山、巻四十六、順帝本紀、第ノL六四日。

62）l「明太祖実＆最、巻Ll四、洪武五年ノ＼月内戌、第一三五ノL～一二ソく〇百．

巻ノUh　洪武ム隼八月内申、第一二九一白。

63）（明）鄭暁‾日学編」□（続修川塵全邦即し1．五m影印明隆慶ノL年鄭胤淳川

本）、巻ノ、十七、望明四夷考、日本、第一七ノLm「初、万国珍拠温・百・処、

張」戚拠寧・紹・杭・慮・蘇・松・適・泰、諸郡皆在海上、方・張既降滅、

諸賊強豪者悉航海、糾鳥倭人冠。以故洪式中倭数掠海上。」和訳は根上蒐

「力回珍海上勢力と几未明初の汀兼用†海地域社会」（京都女J′大学東洋史研

究軍編Il東アジア海津城国の史的研究』（京都、京郡女子人ツ、▲（）〇二年）、

第…サイ　十｝　二　一　二頁）。この史料の内容とほぼ一致するものは、r「松窓夢語』

にもある。「我明洪武糾、倭奴数掠侮1二、冠山東・l白糠・漸東・福建日面

郡邑、以偽冥張上誠拠寧・紹・杭・蘇・松・通・泰、汽力閥珍拠温・吾等

処、皆在海【。張・力既滅、諸減慮豪者悉航海、糾島倭人冠。時倭王雌遣

使入貢、仙■11以其雄如実許、坐宰相l附惟丁．旧軍、義絶倭他。ハ遣信国公湯和

築登・莱干漸椚海石十ノL城、調民戌兵，江夏俣周徳輿築福建繚・京等十六

城、亦持戒衛所。又命両雄侯趨庸招蜜戸・白人・漁丁・日払　自推、潮干l劃、

広幾他人、ぷ籍為兵、分－1丁戸所、於是郡不運皆得衣食於県官。渥巾適職、

jllポ老、芭者死、郡県桁得休息。」（明）張愉『松窓夢語（北京、小竹．17局、

一九八ム年）、巻‾二、第五L白。

64）曹永和「試論明太祖的漸羊交通政策」、『中国海洋発展史論文集ご第一一輯

（台北、中央研究院人文社会科学研究lい心、一ノL八四年）、第匹卜一～七〇百。

刷上克「l州代海票概念の成立とその背景」、l「ノLl卿時代の海禁と沿海地域に

関する総合的研究11（京都、京都女イ大学文学部、　ぐ〕∩八年、、1土成l左

～‡L年度科ツ研究費補助金研究成果報告．tF）、第六L～九L氏
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65）侶L箆「方匝l珍海上勢力と元来明初の江湖律†海地域社会」、第一川＿▲～

二一二自

66）（明）黄仲昭l「八閑適志』（福州、福建人民出版封、一ノLノLC）年）、巻

四十、公筈、福州府、第八川六頁；巻川l　、興化的、第九U二白。

67）（明）占封申昭U八閑適志八　巻l凡什～FLH一、第八川・～九一〇日

68）（明）捏汝説【「弘別口略纂聞』（北京、吾口文献出版社、出版年不詳、」ヒ

京図書館古箱珍本叢川第・〔州l相川川里崇祇八イ1「り木）、巻二、兵笥頬、第

五一　▲日。

69）『別太祖実録rl、巻口五十九、洪武十七年目二Ht戌、第二四六∩白。「命信

国公湯和巡視漸江・福建沿海城池、禁艮人海肺魚、以l捌倭故山。」同、巻

百八十ヒ、洪武　二十年十一一月己山、第　＿ヒ九九軋「信国公湯和奏言、寧

海臨山諸衛濱海之地、兄築丸いノL城、籍紹興等府民川「以卜者以一丁▲為成

穴、凡得兵九万八千七百五l僚人。先足、命机往晰西旧泡築城、籍兵戌守、

以防倭遷。至見事甲、還奏之。」なお、（盲11）谷応泰；日日史紀弔本末』（」ヒ京、

中華苫局、一九ヒヒ年）、巻JL十7l、椚海倭乱、第八PL10～八PL卜一員を参照。

70）【明入神実録」l、巻山八1・、洪武二十年四月戌7、第」七‾二木白。

71）（明）卜人l坤l備倭古山（清道北l一年六安宛氏清字印学海類編叢諸本）、巻「、

制置、第　二a～b白。なお、別代宝新堂秘籍本日偏偵l垢己』は、l叢書鮎

成新編」l第ノL上し冊にある（わ」ヒ、新文豊出版股分有阻公司、一九八JL

年）。卜人lnJの伝記について、（別）鮭鉱咋渦潮徴軌】（台」ヒ、研文書局、

一九九一れI日代伝記叢川第　一　一二冊景川」明方層川l四年銭塘徐象標婁Lll

館刊本）、巻ノし十、福建接察司副使卜′†大同墓志銘、第九nr〕～Jl口一日

を参照。

72）日進出『明代的巡検制度　一一地ノノ治安塵椚組織及其運作』、第八0白、注

5。ツ海類福本『備倭記」1では、「延草」巡検司の「ノiflTが欠けているが、

臼氏はそれを補って「廷亭」にした。

73）「口相「明代海防建設興倭適、侮賊的焔盛」、『lH輔梅津大学学報（社会

科学版）Jl、二00四年第四期、第一三～一八乱彼は史料の出典を明示し

ないが、H進貢とILiJじように清道北巨一年の木活字学粘類編木l「備倭記』
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からの引用であるに違いない。たとえば、この論文のなかで、洪武年間に

設立された「玄鈍千戸所」に言及した際、康照帝の忌み名を避けている枯

代版本をそのまま踏襲して、「ノ‾L艶」としている点からも推察される。

74）l′什】には、漸汀省に隣接し、そもそも巡検司があったが、のちに建寧府

ぷ軍県に移設された。その後、白石の治安を強化するため、何度も検討を

重ね、洪武二l年に福寧県一都に創設した松山巡検司が成化十年リ1に福

安県北ヒ都へ移設されることになった。つまり、白石巡検‖Jは、洪武二卜

叫こ創設した巡検司の一つである。『明志完実軌、巻八ト　＿、成化六年

ノLノ」己亥、第一ノ1く二四～一六＿二五百；巻九十七、成化七年十月「西、第

－▲八六〔〕白．巻百二l六、成化「一年三月戊寅、第二四一〇百。

75）卜人同が周徳興による「沿海地方」の「経略」のなかで設音したと説l関

するこの巡検司は、寧徳県北部の山間部にある。嘉嫡八作、この巡検司が

洪海の雲淡門に移設された。しかし、嘉靖年間のL「二等海図編ナ「と万暦年間

の『更部職判では、この巡検行Jを「沿海巡検司」として扱っていない。（明）

鄭若曽『3海図編」】（北京、中華吾局、二〇⊂）七年）、巻川、第　二六川～
‾二ノ、五白。∵史部職掌』、考功活吏司‾二、雑職、沿海巡司、第　ノ六二員。

76）（肌）黄椚仲rr八閑適志』、巻四卜三、公署、興化府、第九0二頁；巻

四十二、公署、樺州府、第八七ヒ貢，巻四十三、公苫、福寧州、第九0六日。

77）『（万磨）泉州府志」．（台北、台湾学′†ミ書局、一九八七年、申岡史学叢吾二

編影印明ノ」磨四卜年刊本）、巻四、規制志上、雑署、第三五五円。

78）∪つ（東端）恵安県ノ山（上海、上海古籍書店、一九六二年、人一一間伐l川代地

力志選干順手印明嘉靖年間刊本）、巻八、公字、第：b頁。

79）l「明世宗基数、巻一一口三十ノし、東端十一年ノ、月丙午、第二　ノ、一札

80）（明）朱執『璧俊雄集」（匹日中全書存トト猷1‡集部第ヒ八冊影印明朱贋刊本）、

巻二、視閲海防事、鼠婿一十′1く年十二月二十ノ、日、第　∴＿～　九白。

81）『明太祖実軌、巻百八†一、洪武二l年四川成子、第二L三五頁。

82）F（降慶）興化ノ土ミJl、末比（明）何喬遠叩凱lf』（匹日割全書存ll叢しけ史郎第

二0五冊儲印明崇禎年間刊本）、巻四卜、拝同志、第∴貢による。

83）「明太祖実録土、巻九卜一、洪武L年い」壬午、第一五九L白。「倭夷冠人
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仔海U、n口許彰率兵禦之、巡検率扶弓兵助撃。倭人敗走、彰追之、倭人

返兵拒戦、彰遂戦タヒ。」

84）（明）諦給誰褒敏秦議」1（台矧翻即日書館影印文淵闇凹庫全書第凹二九冊）、

孝二、水陸宵兵削減重大倭造分別殿最請子J賞罰以肋人心疏、第六一九～

六二八貢。

85）呂進貢l「脚即勺巡検制度　一地方治安基層机織及冥運作」l、第一五〇～

一71八貢。

86）（明）卸馴l■『八閑適志、巻四十二、公署、興化府、第ル〕JL～九〇六見。

87）（明）鄭右曽l「笥海図編、巻川、福建兵防官考、第二′【、二～二′■、ノL頁。

88）（明）黄昭仲『八閑適志』、巻川仁、公署、福州府、第ノu二貞⊃「在府東

北遵汀県、毎通分附近衛所軍十更番備倭於此。」

89）（附）鄭苫曽Il3海図編』、巻四、福建事11、第二LL田。焦山巡検司は、

イ傑焦Ill巡検lりの略称である。（明）矧捌中川」八閑適志』、巻凹l、公署、

福州府、第八川ヒ良，

90）∪（万層）福利、卜は」l（」ヒ京、書円文献．出版社、州版牛イく詳年、日本蔵■1】同

竿見地方志叢川影印明方暦川HJt川津」本）、巻二、第四八員。

91）（明）黄昭伸二八開邁志皿巷川1＿、公署、裾寧州、第九0九白。

92）『明人机突軌】、巻　二l寸石卜石、洪止し　十年l　＿月J来、第　′一、九　㌧｝

二六九　二百。

93）『（力暦）有修象‥恨志－（わ北、成文出版祉、一ノL八＿＿三叩、中国方烹叢

吾輩小地九第川口七十四郎影印明′J暦　十六イl川本）、巻　一、輿地ノよ、第

二0～‾‾二一員。

94）（明）鄭苦曽『篭軸【※】編、巻Jl、晰テ【事正、第二八八比「坐衝人海、極

為険乳石浦間切近田頭・凪ll、川　夷出没進貢等齢咽喉必巾之臥」

95）l「（慮靖）慮安県志＿、巻八、公芋、第二b白：巻し、職役、第一Lb貢。

96）（明）卿昭仲　八開通ノよ皿　巻1＿、地理、城池、第二二九～‾二JL二白。

97）（剛）程博J漂海録日、仏治元子「▲正JJ二1五日、葛坂家「桂子・＃「漂海録」評注』

（北京、線装書局、‾UU　こく1）、第L　一～L二員。

98）lr明人打力鉱」1、巻＿二lTト、洪武‾ト二年四月「酉、昔1（‾）〔二〕L貢。「詔濱
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海衛所、毎百戸置船二憾、巡遊海上盗賊。巡検司亦如之。」

99）rr（正徳）大明会典』、巻十四、更部、考功活吏司、第一冊第→六四百。『明

太祖実録』、巻二日二十二、洪武二卜五年間卜‾二月辛卯、第一、六L白。

100）『（正徳）入明全曲』、巻十四、更部、考功捕吏可、第一冊第一ノ、川上rl。

101）たとえば、弘治九年（一四九ノ1）に次の規定がある。「肇穫軍囚一山名以守、

内有成起塵盗▲仁名之⊥；戒等獲強盗六十名之上、軍囚不論有無；或軍攫

偽l三l卜駆　▲粕、吊因強盗不論有無。強盗有招、堪仏的朝日、偽印イJ覆造。

無過、倶砕正人■一日】】、本司摺選。有筈杖過、対品用。有従罪過、降雑職。l糾

文選司人選。」（明）李黙ほか「吏部職望』、考功清更司　＿、維職、巡検考満、

第一JLL～一一Jl八貢。

102）『（正徳）大明会典』、巻十四、史郎、考功清史司、第一一111悌・六Ftはl。

103）川」）李黙はかh」吏部職掌爪考功清吏司二、雑職、沿海巡司、箭一石ノL頁。

104）林徳民『泉州発見的明代「巡検司」印』、『文物』、・九九LイH一期、

第ノLft負。

105）清朝末期の光紹年借＝こは、全国で設置された巡検司の数は九三五であっ

た。（光緒）大清会典』、巻五、史郎、第六九～七二頁。
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